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＜重点事業＞

    １．全世代型地域包括ケアを支える看護提供体制の推進　　

    ２．地域における健康危機管理体制の強化

    ３．看護職の確保・定着と働きやすい環境づくりの推進　

　  ４．看護の質向上及び看護職の役割拡大の推進

＜基盤強化事業＞

   　組織強化に向けた会員サービスの強化と会員増重点事業

※令和4年度におけるトピックス及び主な新規の取り組み

　●トピックス　　　

　　①新型コロナウイルス感染症拡大に伴う事業の中止や延期、人数制限、オンラインでの開催

　　②新型コロナウイルス感染症に関連する看護職員の派遣調整や関係機関等との連携体制の推進

　　③障害者支援施設等の感染防止対策のための相談・支援事業（２年目）の実施

　　④新型コロナウイルス感染症対応看護師等の人材確保事業の実施

　　⑤コロナ禍における「看護の日・看護週間」行事による看護人材の確保を目指した取り組み

　　⑥十島村におけるＮＰ教育課程修了者ができる患者・利用者の医療ニーズ実証事業の実施

　　⑦看護職の処遇改善に向けた取組みの推進

●主な新規の取組

　　1. 新型コロナウイルス感染症対応看護職員等人材調整事業の推進

　　2. 新型コロナウイルス感染症対応潜在看護職研修事業の推進

　　3. 新型コロナウイルス感染症対応職員離職防止相談事業の推進

　　４. 地域に必要な看護職確保事業の推進

　　５．訪問看人材育成確保推進事業の推進

   　　　・新卒訪問看護師受入れ訪問看護ステーションと養成校とのマッチング

　　　　・新卒等訪問看護師教育プログラム2・3年目の作成）

　　６. 認定看護管理者教育課程サードレベルの開催

 　 ７．医療的ケア児小児訪問看護師育成研修事業の推進

１１．．看看護護教教育育及及びび学学会会等等学学術術振振興興にに関関すするる事事業業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★★新新規規
項目 内容

１.看護教育制度に関する情報収集、広報
  １）看護基礎教育について ａ）日本看護協会理事会出席

ｂ）厚生労働省審議会等の動向把握
ｃ）第3回鹿児島基礎教育を考える会の開催

  ２）保健師・助産師教育大学院化に関すること ａ）保健師教育大学院に関する情報収集

  ３）准看護師の支援 ａ）進学支援（10月15日：17名）
ｂ）研修支援（10月15日：17名）
ｃ）関係機関団体との連携
ｄ）情報収集、地区等での研修支援

 ４）看護教員養成講習会について ａ）県への要望（８月８日知事への要望書提出）
b）専任教員継続研修
　（新任期：8月5日 13名、新任期・中堅期：11月25日 50名、管理期：2月24日 19名）
c）看護基礎教育と継続教育の連携強化
d）行政・看護基礎教育機関との連携

２２　　　　事事業業報報告告

    ８．公益法人鹿児島県看護協会記念史Ⅲの発行
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２　事業報告

項目 内容

２. 生涯教育の充実　　　　　　 重点４
１）県協会研修会の企画と実施 ａ）教育研修事業の企画、実施

   研修管理システムマナブル活用の推進　　　登録数9､621件
　 ZOOM活用によるライブ・オンデマンド研修の充実
　 オンデマンド7種　3月1日現在 597名受講

①一般研修 ｂ）教育研修事業の改善・検討：教育委員会で毎月評価し改善策を検討
（衛星放送、インターネット配信含む） ｃ）クリニカルラダーレベル研修の充実

②職能委員会企画の研修 ａ）保健師研修会：
　　第１回研修会：管理期(ハイブリッド １２月２４日 9名）、第２回研修会（参集 ２月２２日 31名）

(県委託含む） 　  新任期交流会（ZOOM　10月22日 7名）
ｂ）助産師研修会：
    アドバンス助産師交流研修会(ハイブリッド  7月30日  27名）
    産科管理者研修（ZOOM　9月24日 18名)
　　新人助産師合同研修会（全5回　新人20名　潜在助産師2名）
ｃ）准看護師研修会　( ハイブリッド 10月15日　25名看護師：8名、准看護師：17名）
d）看護の将来ビジョンの具体化に向けた研修：看護師職能Ⅰ（ハイブリッド 11月12日 80名）
e）在宅領域、介護・福祉施設等で働く看護師、管理者研修会：看護師職能Ⅱ
　　　　　　　　　　                                      　　　（BCPの実際：ハイブリッド  7月30日  29名）
f）四職能委員会合同研修会（ＺＯＯＭ R5.3月4日 37名）
  テーマ「地域と連携した母子のケア提供体制の構築」

③県受託・補助研修 ａ）実習指導者講習会　11月21日～R5.1月19日 43名受講、修了42名
ｂ）特定分野における実習指導者講習会（参集 7月6日～29日  5名）
ｃ）専任教員継続研修(重複）
ｄ）高齢者権利擁護等推進事業における看護実務者研修
　　　（7月5日～6日:44名　実務者研修2名参加）
e）訪問看護師養成研修（eラーニング活用・入門コース）
    ・e-ラｰニング活用研修(5月13日～9月3日 22名、公開講座 6科目 45名）
    ・入門コース5月13日～9月3日：21名）
ｆ）看護職員卒後研修事業
　　新任期看護職員卒後研修教育担当者研修：（ZOOM  7月21日～23日 45名）
　　新人看護職員卒後研修実施指導者研修：
　　　　　（ハイブリッド  Ｒ５.1月12日～14日 91名、　2月13日～15日 100名）

ｇ）就業相談員育成・養成研修
　　      （育成研修：参集  6月29日 14名   養成研修：参集 R5.3.3 4名)
ｈ）病院勤務の医療従事者向け認知症対応向上研修
　      　（ZOOM  8月3日 97名、 10月19日 68名、12月21日 47名）
　　病院勤務以外の医療従事者向け認知症向上研修1回（ZOOM  8月31日 47名）
i）看護職員認知症対応能力向上研修
            (参集 11月4日 105名、12月2日 102名、R5.1月24日 98名)
　　       (参集 11月10日～12日 102名　大島 ZOOM 2月16日～18日 40名）
j)潜在助産師再就業支援セミナー（2名 11月5日、22日、26日、12月10日、24日）

２） 地区研修の推進 ａ）会員・非会員への研修支援

３）地区研修の充実 ａ）地区での研修の企画・実施　(医療安全は合同開催：ハイブリッド 11月19日 343名）
ｂ）地区内でのブロック別研修の実施

　 ４）認定看護師の活用・支援　　重点４ ａ）研修講師及び現場支援における認定看護師の活用
　　　　　　　　　　　　　　
３　認定看護管理者教育

ａ）ファーストレベル教育企画・運営
　      　（前半:ZOOM  8月17日～26日  86名、後半：9月20日～10月6日 86名　修了84名）
ｂ）ファーストレベル修了生支援
c）セカンドレベルフォローアップ研修
          　（10月1日修了者27名、ファースト87名他演習支援者・看護管理者　計135名）

  ２）サードレベル教育事業               重点４ a）サードレベル教育企画・運営　★
　         （前半：ZOOM 8月30日～9月16日、後半：10月12日～11月19日　修了22名）

４　看護研究学会に関する事業 a)学会運営委員会名称変更と機能の充実　★
ｂ）鹿児島県看護研究学会の開催（ハイブリッド　1月21日　学生含210名参加）
 　（研究発表13題　シンポジウム「コロナ禍での家族ｹｱを問う」）
ｃ）看護研究の取組み
ｄ）看護研究支援員制度に関するアンケート調査
e）日本看護学会の開催案内

   １）ファーストレベル・セカンドレベル
         教育事業
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＜重点事業＞

    １．全世代型地域包括ケアを支える看護提供体制の推進　　

    ２．地域における健康危機管理体制の強化

    ３．看護職の確保・定着と働きやすい環境づくりの推進　

　  ４．看護の質向上及び看護職の役割拡大の推進

＜基盤強化事業＞

   　組織強化に向けた会員サービスの強化と会員増重点事業

※令和4年度におけるトピックス及び主な新規の取り組み

　●トピックス　　　

　　①新型コロナウイルス感染症拡大に伴う事業の中止や延期、人数制限、オンラインでの開催

　　②新型コロナウイルス感染症に関連する看護職員の派遣調整や関係機関等との連携体制の推進

　　③障害者支援施設等の感染防止対策のための相談・支援事業（２年目）の実施

　　④新型コロナウイルス感染症対応看護師等の人材確保事業の実施

　　⑤コロナ禍における「看護の日・看護週間」行事による看護人材の確保を目指した取り組み

　　⑥十島村におけるＮＰ教育課程修了者ができる患者・利用者の医療ニーズ実証事業の実施

　　⑦看護職の処遇改善に向けた取組みの推進

●主な新規の取組

　　1. 新型コロナウイルス感染症対応看護職員等人材調整事業の推進

　　2. 新型コロナウイルス感染症対応潜在看護職研修事業の推進

　　3. 新型コロナウイルス感染症対応職員離職防止相談事業の推進

　　４. 地域に必要な看護職確保事業の推進

　　５．訪問看人材育成確保推進事業の推進

   　　　・新卒訪問看護師受入れ訪問看護ステーションと養成校とのマッチング

　　　　・新卒等訪問看護師教育プログラム2・3年目の作成）

　　６. 認定看護管理者教育課程サードレベルの開催

 　 ７．医療的ケア児小児訪問看護師育成研修事業の推進

１１．．看看護護教教育育及及びび学学会会等等学学術術振振興興にに関関すするる事事業業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★★新新規規
項目 内容

１.看護教育制度に関する情報収集、広報
  １）看護基礎教育について ａ）日本看護協会理事会出席

ｂ）厚生労働省審議会等の動向把握
ｃ）第3回鹿児島基礎教育を考える会の開催

  ２）保健師・助産師教育大学院化に関すること ａ）保健師教育大学院に関する情報収集

  ３）准看護師の支援 ａ）進学支援（10月15日：17名）
ｂ）研修支援（10月15日：17名）
ｃ）関係機関団体との連携
ｄ）情報収集、地区等での研修支援

 ４）看護教員養成講習会について ａ）県への要望（８月８日知事への要望書提出）
b）専任教員継続研修
　（新任期：8月5日 13名、新任期・中堅期：11月25日 50名、管理期：2月24日 19名）
c）看護基礎教育と継続教育の連携強化
d）行政・看護基礎教育機関との連携

２２　　　　事事業業報報告告

    ８．公益法人鹿児島県看護協会記念史Ⅲの発行
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項目 内容

２. 生涯教育の充実　　　　　　 重点４
１）県協会研修会の企画と実施 ａ）教育研修事業の企画、実施

   研修管理システムマナブル活用の推進　　　登録数9､621件
　 ZOOM活用によるライブ・オンデマンド研修の充実
　 オンデマンド7種　3月1日現在 597名受講

①一般研修 ｂ）教育研修事業の改善・検討：教育委員会で毎月評価し改善策を検討
（衛星放送、インターネット配信含む） ｃ）クリニカルラダーレベル研修の充実

②職能委員会企画の研修 ａ）保健師研修会：
　　第１回研修会：管理期(ハイブリッド １２月２４日 9名）、第２回研修会（参集 ２月２２日 31名）

(県委託含む） 　  新任期交流会（ZOOM　10月22日 7名）
ｂ）助産師研修会：
    アドバンス助産師交流研修会(ハイブリッド  7月30日  27名）
    産科管理者研修（ZOOM　9月24日 18名)
　　新人助産師合同研修会（全5回　新人20名　潜在助産師2名）
ｃ）准看護師研修会　( ハイブリッド 10月15日　25名看護師：8名、准看護師：17名）
d）看護の将来ビジョンの具体化に向けた研修：看護師職能Ⅰ（ハイブリッド 11月12日 80名）
e）在宅領域、介護・福祉施設等で働く看護師、管理者研修会：看護師職能Ⅱ
　　　　　　　　　　                                      　　　（BCPの実際：ハイブリッド  7月30日  29名）
f）四職能委員会合同研修会（ＺＯＯＭ R5.3月4日 37名）
  テーマ「地域と連携した母子のケア提供体制の構築」

③県受託・補助研修 ａ）実習指導者講習会　11月21日～R5.1月19日 43名受講、修了42名
ｂ）特定分野における実習指導者講習会（参集 7月6日～29日  5名）
ｃ）専任教員継続研修(重複）
ｄ）高齢者権利擁護等推進事業における看護実務者研修
　　　（7月5日～6日:44名　実務者研修2名参加）
e）訪問看護師養成研修（eラーニング活用・入門コース）
    ・e-ラｰニング活用研修(5月13日～9月3日 22名、公開講座 6科目 45名）
    ・入門コース5月13日～9月3日：21名）
ｆ）看護職員卒後研修事業
　　新任期看護職員卒後研修教育担当者研修：（ZOOM  7月21日～23日 45名）
　　新人看護職員卒後研修実施指導者研修：
　　　　　（ハイブリッド  Ｒ５.1月12日～14日 91名、　2月13日～15日 100名）

ｇ）就業相談員育成・養成研修
　　      （育成研修：参集  6月29日 14名   養成研修：参集 R5.3.3 4名)
ｈ）病院勤務の医療従事者向け認知症対応向上研修
　      　（ZOOM  8月3日 97名、 10月19日 68名、12月21日 47名）
　　病院勤務以外の医療従事者向け認知症向上研修1回（ZOOM  8月31日 47名）
i）看護職員認知症対応能力向上研修
            (参集 11月4日 105名、12月2日 102名、R5.1月24日 98名)
　　       (参集 11月10日～12日 102名　大島 ZOOM 2月16日～18日 40名）
j)潜在助産師再就業支援セミナー（2名 11月5日、22日、26日、12月10日、24日）

２） 地区研修の推進 ａ）会員・非会員への研修支援

３）地区研修の充実 ａ）地区での研修の企画・実施　(医療安全は合同開催：ハイブリッド 11月19日 343名）
ｂ）地区内でのブロック別研修の実施

　 ４）認定看護師の活用・支援　　重点４ ａ）研修講師及び現場支援における認定看護師の活用
　　　　　　　　　　　　　　
３　認定看護管理者教育

ａ）ファーストレベル教育企画・運営
　      　（前半:ZOOM  8月17日～26日  86名、後半：9月20日～10月6日 86名　修了84名）
ｂ）ファーストレベル修了生支援
c）セカンドレベルフォローアップ研修
          　（10月1日修了者27名、ファースト87名他演習支援者・看護管理者　計135名）

  ２）サードレベル教育事業               重点４ a）サードレベル教育企画・運営　★
　         （前半：ZOOM 8月30日～9月16日、後半：10月12日～11月19日　修了22名）

４　看護研究学会に関する事業 a)学会運営委員会名称変更と機能の充実　★
ｂ）鹿児島県看護研究学会の開催（ハイブリッド　1月21日　学生含210名参加）
 　（研究発表13題　シンポジウム「コロナ禍での家族ｹｱを問う」）
ｃ）看護研究の取組み
ｄ）看護研究支援員制度に関するアンケート調査
e）日本看護学会の開催案内

   １）ファーストレベル・セカンドレベル
         教育事業
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項目 内容

２. 生涯教育の充実　　　　　　 重点４
１）県協会研修会の企画と実施 ａ）教育研修事業の企画、実施

   研修管理システムマナブル活用の推進　　　登録数9､621件
　 ZOOM活用によるライブ・オンデマンド研修の充実
　 オンデマンド7種　3月1日現在 597名受講

①一般研修 ｂ）教育研修事業の改善・検討：教育委員会で毎月評価し改善策を検討
（衛星放送、インターネット配信含む） ｃ）クリニカルラダーレベル研修の充実

②職能委員会企画の研修 ａ）保健師研修会：
　　第１回研修会：管理期(ハイブリッド １２月２４日 9名）、第２回研修会（参集 ２月２２日 31名）

(県委託含む） 　  新任期交流会（ZOOM　10月22日 7名）
ｂ）助産師研修会：
    アドバンス助産師交流研修会(ハイブリッド  7月30日  27名）
    産科管理者研修（ZOOM　9月24日 18名)
　　新人助産師合同研修会（全5回　新人20名　潜在助産師2名）
ｃ）准看護師研修会　( ハイブリッド 10月15日　25名看護師：8名、准看護師：17名）
d）看護の将来ビジョンの具体化に向けた研修：看護師職能Ⅰ（ハイブリッド 11月12日 80名）
e）在宅領域、介護・福祉施設等で働く看護師、管理者研修会：看護師職能Ⅱ
　　　　　　　　　　                                      　　　（BCPの実際：ハイブリッド  7月30日  29名）
f）四職能委員会合同研修会（ＺＯＯＭ R5.3月4日 37名）
  テーマ「地域と連携した母子のケア提供体制の構築」

③県受託・補助研修 ａ）実習指導者講習会　11月21日～R5.1月19日 43名受講、修了42名
ｂ）特定分野における実習指導者講習会（参集 7月6日～29日  5名）
ｃ）専任教員継続研修(重複）
ｄ）高齢者権利擁護等推進事業における看護実務者研修
　　　（7月5日～6日:44名　実務者研修2名参加）
e）訪問看護師養成研修（eラーニング活用・入門コース）
    ・e-ラｰニング活用研修(5月13日～9月3日 22名、公開講座 6科目 45名）
    ・入門コース5月13日～9月3日：21名）
ｆ）看護職員卒後研修事業
　　新任期看護職員卒後研修教育担当者研修：（ZOOM  7月21日～23日 45名）
　　新人看護職員卒後研修実施指導者研修：
　　　　　（ハイブリッド  Ｒ５.1月12日～14日 91名、　2月13日～15日 100名）

ｇ）就業相談員育成・養成研修
　　      （育成研修：参集  6月29日 14名   養成研修：参集 R5.3.3 4名)
ｈ）病院勤務の医療従事者向け認知症対応向上研修
　      　（ZOOM  8月3日 97名、 10月19日 68名、12月21日 47名）
　　病院勤務以外の医療従事者向け認知症向上研修1回（ZOOM  8月31日 47名）
i）看護職員認知症対応能力向上研修
            (参集 11月4日 105名、12月2日 102名、R5.1月24日 98名)
　　       (参集 11月10日～12日 102名　大島 ZOOM 2月16日～18日 40名）
j)潜在助産師再就業支援セミナー（2名 11月5日、22日、26日、12月10日、24日）

２） 地区研修の推進 ａ）会員・非会員への研修支援

３）地区研修の充実 ａ）地区での研修の企画・実施　(医療安全は合同開催：ハイブリッド 11月19日 343名）
ｂ）地区内でのブロック別研修の実施

　 ４）認定看護師の活用・支援　　重点４ ａ）研修講師及び現場支援における認定看護師の活用
　　　　　　　　　　　　　　
３　認定看護管理者教育

ａ）ファーストレベル教育企画・運営
　      　（前半:ZOOM  8月17日～26日  86名、後半：9月20日～10月6日 86名　修了84名）
ｂ）ファーストレベル修了生支援
c）セカンドレベルフォローアップ研修
          　（10月1日修了者27名、ファースト87名他演習支援者・看護管理者　計135名）

  ２）サードレベル教育事業               重点４ a）サードレベル教育企画・運営　★
　         （前半：ZOOM 8月30日～9月16日、後半：10月12日～11月19日　修了22名）

４　看護研究学会に関する事業 a)学会運営委員会名称変更と機能の充実　★
ｂ）鹿児島県看護研究学会の開催（ハイブリッド　1月21日　学生含210名参加）
 　（研究発表13題　シンポジウム「コロナ禍での家族ｹｱを問う」）
ｃ）看護研究の取組み
ｄ）看護研究支援員制度に関するアンケート調査
e）日本看護学会の開催案内

   １）ファーストレベル・セカンドレベル
         教育事業
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項目 内容

２. 生涯教育の充実　　　　　　 重点４
１）県協会研修会の企画と実施 ａ）教育研修事業の企画、実施

   研修管理システムマナブル活用の推進　　　登録数9､621件
　 ZOOM活用によるライブ・オンデマンド研修の充実
　 オンデマンド7種　3月1日現在 597名受講

①一般研修 ｂ）教育研修事業の改善・検討：教育委員会で毎月評価し改善策を検討
（衛星放送、インターネット配信含む） ｃ）クリニカルラダーレベル研修の充実

②職能委員会企画の研修 ａ）保健師研修会：
　　第１回研修会：管理期(ハイブリッド １２月２４日 9名）、第２回研修会（参集 ２月２２日 31名）

(県委託含む） 　  新任期交流会（ZOOM　10月22日 7名）
ｂ）助産師研修会：
    アドバンス助産師交流研修会(ハイブリッド  7月30日  27名）
    産科管理者研修（ZOOM　9月24日 18名)
　　新人助産師合同研修会（全5回　新人20名　潜在助産師2名）
ｃ）准看護師研修会　( ハイブリッド 10月15日　25名看護師：8名、准看護師：17名）
d）看護の将来ビジョンの具体化に向けた研修：看護師職能Ⅰ（ハイブリッド 11月12日 80名）
e）在宅領域、介護・福祉施設等で働く看護師、管理者研修会：看護師職能Ⅱ
　　　　　　　　　　                                      　　　（BCPの実際：ハイブリッド  7月30日  29名）
f）四職能委員会合同研修会（ＺＯＯＭ R5.3月4日 37名）
  テーマ「地域と連携した母子のケア提供体制の構築」

③県受託・補助研修 ａ）実習指導者講習会　11月21日～R5.1月19日 43名受講、修了42名
ｂ）特定分野における実習指導者講習会（参集 7月6日～29日  5名）
ｃ）専任教員継続研修(重複）
ｄ）高齢者権利擁護等推進事業における看護実務者研修
　　　（7月5日～6日:44名　実務者研修2名参加）
e）訪問看護師養成研修（eラーニング活用・入門コース）
    ・e-ラｰニング活用研修(5月13日～9月3日 22名、公開講座 6科目 45名）
    ・入門コース5月13日～9月3日：21名）
ｆ）看護職員卒後研修事業
　　新任期看護職員卒後研修教育担当者研修：（ZOOM  7月21日～23日 45名）
　　新人看護職員卒後研修実施指導者研修：
　　　　　（ハイブリッド  Ｒ５.1月12日～14日 91名、　2月13日～15日 100名）

ｇ）就業相談員育成・養成研修
　　      （育成研修：参集  6月29日 14名   養成研修：参集 R5.3.3 4名)
ｈ）病院勤務の医療従事者向け認知症対応向上研修
　      　（ZOOM  8月3日 97名、 10月19日 68名、12月21日 47名）
　　病院勤務以外の医療従事者向け認知症向上研修1回（ZOOM  8月31日 47名）
i）看護職員認知症対応能力向上研修
            (参集 11月4日 105名、12月2日 102名、R5.1月24日 98名)
　　       (参集 11月10日～12日 102名　大島 ZOOM 2月16日～18日 40名）
j)潜在助産師再就業支援セミナー（2名 11月5日、22日、26日、12月10日、24日）

２） 地区研修の推進 ａ）会員・非会員への研修支援

３）地区研修の充実 ａ）地区での研修の企画・実施　(医療安全は合同開催：ハイブリッド 11月19日 343名）
ｂ）地区内でのブロック別研修の実施

　 ４）認定看護師の活用・支援　　重点４ ａ）研修講師及び現場支援における認定看護師の活用
　　　　　　　　　　　　　　
３　認定看護管理者教育

ａ）ファーストレベル教育企画・運営
　      　（前半:ZOOM  8月17日～26日  86名、後半：9月20日～10月6日 86名　修了84名）
ｂ）ファーストレベル修了生支援
c）セカンドレベルフォローアップ研修
          　（10月1日修了者27名、ファースト87名他演習支援者・看護管理者　計135名）

  ２）サードレベル教育事業               重点４ a）サードレベル教育企画・運営　★
　         （前半：ZOOM 8月30日～9月16日、後半：10月12日～11月19日　修了22名）

４　看護研究学会に関する事業 a)学会運営委員会名称変更と機能の充実　★
ｂ）鹿児島県看護研究学会の開催（ハイブリッド　1月21日　学生含210名参加）
 　（研究発表13題　シンポジウム「コロナ禍での家族ｹｱを問う」）
ｃ）看護研究の取組み
ｄ）看護研究支援員制度に関するアンケート調査
e）日本看護学会の開催案内

   １）ファーストレベル・セカンドレベル
         教育事業

2

２２．．看看護護職職のの労労働働環環境境のの改改善善及及びび就就業業促促進進にによよるる人人々々のの健健康康及及びび福福祉祉のの増増進進にに関関すするる事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

１　働き続けられる職場づくり  　　　　　
　１）「ワーク・ライフ・バランス」の推進 ａ）ワーク・ライフ・バランスの推進・広報　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重点３ b）医療勤務環境改善支援センターと連携したＷＬＢの推進　

　２）病院・施設責任者への働きかけ a）関係者への労務管理研修
　 看護補助者の活用推進のための看護管理者研修
　　（ZOOM  8月2日 101名、6日 90名、10月13日 125名）

　 b）働きやすい組織風土作り
c)労働と看護の質データベース事業（ＤＩＮQL)の推進

　 d)就業継続が可能な看護職の働き方の普及・推進　
  看護職の処遇改善に向けた取組みの推進
　　(看護連盟との共済研修　ZOOM　10月8日　33名）
　  (テーマ：今こそ、看護職員の処遇改善の仕組みを知ろう
  看護職員の賃金制度の抜本的見直しに関する勉強会
　　（R5.2月7日　ZOOM　1部：14施設17名、第2部:9施設10名）

　３）地域における看護職員確保対策の推進 a)地域に必要な看護職確保事業の取組み　日本看護協会事業★　
　 曽於地区でのワーキング:9月2日、11月14日、Ｒ５．2月6日
  潜在看護職のナースセンター紹介による就業者8名  ふれあい看護体験１施設
  曽於圏域ハローワーク就業相談事業利用者20名
b)看護職の労働移動支援の検討

　４）介護領域における看護機能の充実　　 ａ）高齢者ケア施設で働く看護管理者研修
                                               　　 重点１  　　ｂ）介護施設の看護管理者研修　

ｃ）介護施設の看護師研修（1月7日18名）　
ｄ）介護施設への講師派遣　
ｅ）介護施設における看取り研修他　

　５）看護職の卒後臨床研修制度の推進 　
　　①教育担当者フォローアップ研修 ａ）プロジェクトチームによる研修実施　（7月21日～23日 45名）
　　②実地指導者研修 ・各施設へ：研修体制の整備への支援
　　③新人看護職員多施設合同研修 ・関係機関団体との連携
　　④新人助産師合同研修 ・地域事業との連携、全地区で開催　

・他施設合同7地区各1回（全198名参加）

　６）看護業務の効率化の推進 a)看護業務の効率化・生産性向上のための先進事例の情報収集及び普及　
「ちょっとばっかい業務改善in鹿児島」で取組み事例を募集　最優秀賞を表彰

　７）セカンドキャリアに向けた支援 ａ）セカンドキャリア研修会　（10月22日　8名）

　8）離職防止に向けた支援 d）新型コロナウイルス感染症対応職員離職防止相談事業の推進★

　　　相談窓口の設置：　19件（看護110番との重複あり）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　看護職確保対策の推進（県委託）
　１）再就業相談事業 ａ）看護師等無料職業相談、紹介　　
　　 看護職員就業相談事業 ｂ）看護職員需要施設実態調査
　　 ｃ）地区のハローワークでの就業相談　（HW相談12か所（相談者120名、うち就業確認26名）

　２）潜在看護師等就業支援 ａ）看護師等資格保持者の届出制度の活用　　
　　 離職者届出制度への対応 　　　　　　　　　　（H27.10～R4.3月末：3,031名登録　R4年度届出数：267名）

ｂ）再就業支援セミナー開催（10月～12月の３日間12名、ｅラーニング7名）
ｃ）再就業技術支援セミナーの開催
　・採血に特化した技術研修7回  （4，6，8,10,12,2,3月実施 計23名）
　・吸引・点滴技術セミナー1回 5名、救護研修 12名
d)再就業応援カフェの開催　 （10月22日 4施設 11名参加、1月27日 4施設 4名 参加）
e)看護人材確保・活用対策セミナーの開催（ZOOM　9月27日求人施設24ヶ所参加）
f）潜在助産師再就業支援セミナー（重複）
g）セカンドキャリア支援  (参集 10月22日 24名）
h) 新型コロナウイルス感染症対応潜在看護職研修事業の実施★
 　　（ワクチン接種等の新型コロナウイルス感染症対応に従事した潜在看護師等に対する
　　　スキルアップ研修を実施　①eラ-ニング研修、②技術研修、③集合研修　延べ158名）

　３）ナースセンターの強化・利用促進
　　①第６次NCCSの広報・活用　　　　重点3 ａ）看護学校・養成所訪問 （17校訪問　学生636名）

ｂ）ハローワークかごしまでの相談
ｃ）ナースセンター便りの充実　計4回
d）中・高校の進路指導教員との連携
ｅ）職業紹介に関する関係機関との連絡調整
ｆ）ナースセンター事業運営委員会の充実　(6月29日、11月21日（書面開催））

　  ②アンケート結果からの事業推進 a)定年を控えた看護職の再就業支援　(研修・交流会）

　４）助産師活動推進事業 ａ）助産師地域偏在の改善と助産師実践能力の強化　(6月13日:実地研修マッチング）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　研修参加6施設６名
ｂ）アドバンス助産師の取得に向けた支援　
c）地域における助産師活用支援
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２２．．看看護護職職のの労労働働環環境境のの改改善善及及びび就就業業促促進進にによよるる人人々々のの健健康康及及びび福福祉祉のの増増進進にに関関すするる事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

１　働き続けられる職場づくり  　　　　　
　１）「ワーク・ライフ・バランス」の推進 ａ）ワーク・ライフ・バランスの推進・広報　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重点３ b）医療勤務環境改善支援センターと連携したＷＬＢの推進　

　２）病院・施設責任者への働きかけ a）関係者への労務管理研修
　 看護補助者の活用推進のための看護管理者研修
　　（ZOOM  8月2日 101名、6日 90名、10月13日 125名）

　 b）働きやすい組織風土作り
c)労働と看護の質データベース事業（ＤＩＮQL)の推進

　 d)就業継続が可能な看護職の働き方の普及・推進　
  看護職の処遇改善に向けた取組みの推進
　　(看護連盟との共済研修　ZOOM　10月8日　33名）
　  (テーマ：今こそ、看護職員の処遇改善の仕組みを知ろう
  看護職員の賃金制度の抜本的見直しに関する勉強会
　　（R5.2月7日　ZOOM　1部：14施設17名、第2部:9施設10名）

　３）地域における看護職員確保対策の推進 a)地域に必要な看護職確保事業の取組み　日本看護協会事業★　
　 曽於地区でのワーキング:9月2日、11月14日、Ｒ５．2月6日
  潜在看護職のナースセンター紹介による就業者8名  ふれあい看護体験１施設
  曽於圏域ハローワーク就業相談事業利用者20名
b)看護職の労働移動支援の検討

　４）介護領域における看護機能の充実　　 ａ）高齢者ケア施設で働く看護管理者研修
                                               　　 重点１  　　ｂ）介護施設の看護管理者研修　

ｃ）介護施設の看護師研修（1月7日18名）　
ｄ）介護施設への講師派遣　
ｅ）介護施設における看取り研修他　

　５）看護職の卒後臨床研修制度の推進 　
　　①教育担当者フォローアップ研修 ａ）プロジェクトチームによる研修実施　（7月21日～23日 45名）
　　②実地指導者研修 ・各施設へ：研修体制の整備への支援
　　③新人看護職員多施設合同研修 ・関係機関団体との連携
　　④新人助産師合同研修 ・地域事業との連携、全地区で開催　

・他施設合同7地区各1回（全198名参加）

　６）看護業務の効率化の推進 a)看護業務の効率化・生産性向上のための先進事例の情報収集及び普及　
「ちょっとばっかい業務改善in鹿児島」で取組み事例を募集　最優秀賞を表彰

　７）セカンドキャリアに向けた支援 ａ）セカンドキャリア研修会　（10月22日　8名）

　8）離職防止に向けた支援 d）新型コロナウイルス感染症対応職員離職防止相談事業の推進★

　　　相談窓口の設置：　19件（看護110番との重複あり）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　看護職確保対策の推進（県委託）
　１）再就業相談事業 ａ）看護師等無料職業相談、紹介　　
　　 看護職員就業相談事業 ｂ）看護職員需要施設実態調査
　　 ｃ）地区のハローワークでの就業相談　（HW相談12か所（相談者120名、うち就業確認26名）

　２）潜在看護師等就業支援 ａ）看護師等資格保持者の届出制度の活用　　
　　 離職者届出制度への対応 　　　　　　　　　　（H27.10～R4.3月末：3,031名登録　R4年度届出数：267名）

ｂ）再就業支援セミナー開催（10月～12月の３日間12名、ｅラーニング7名）
ｃ）再就業技術支援セミナーの開催
　・採血に特化した技術研修7回  （4，6，8,10,12,2,3月実施 計23名）
　・吸引・点滴技術セミナー1回 5名、救護研修 12名
d)再就業応援カフェの開催　 （10月22日 4施設 11名参加、1月27日 4施設 4名 参加）
e)看護人材確保・活用対策セミナーの開催（ZOOM　9月27日求人施設24ヶ所参加）
f）潜在助産師再就業支援セミナー（重複）
g）セカンドキャリア支援  (参集 10月22日 24名）
h) 新型コロナウイルス感染症対応潜在看護職研修事業の実施★
 　　（ワクチン接種等の新型コロナウイルス感染症対応に従事した潜在看護師等に対する
　　　スキルアップ研修を実施　①eラ-ニング研修、②技術研修、③集合研修　延べ158名）

　３）ナースセンターの強化・利用促進
　　①第６次NCCSの広報・活用　　　　重点3 ａ）看護学校・養成所訪問 （17校訪問　学生636名）

ｂ）ハローワークかごしまでの相談
ｃ）ナースセンター便りの充実　計4回
d）中・高校の進路指導教員との連携
ｅ）職業紹介に関する関係機関との連絡調整
ｆ）ナースセンター事業運営委員会の充実　(6月29日、11月21日（書面開催））

　  ②アンケート結果からの事業推進 a)定年を控えた看護職の再就業支援　(研修・交流会）

　４）助産師活動推進事業 ａ）助産師地域偏在の改善と助産師実践能力の強化　(6月13日:実地研修マッチング）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　研修参加6施設６名
ｂ）アドバンス助産師の取得に向けた支援　
c）地域における助産師活用支援

3

潜在看護職のナースセンター紹介による就業者8名　ふれあい看護体験１施設
曽於圏域ハローワーク就業相談事業利用者20名
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項目 内容

２. 生涯教育の充実　　　　　　 重点４
１）県協会研修会の企画と実施 ａ）教育研修事業の企画、実施

   研修管理システムマナブル活用の推進　　　登録数9､621件
　 ZOOM活用によるライブ・オンデマンド研修の充実
　 オンデマンド7種　3月1日現在 597名受講

①一般研修 ｂ）教育研修事業の改善・検討：教育委員会で毎月評価し改善策を検討
（衛星放送、インターネット配信含む） ｃ）クリニカルラダーレベル研修の充実

②職能委員会企画の研修 ａ）保健師研修会：
　　第１回研修会：管理期(ハイブリッド １２月２４日 9名）、第２回研修会（参集 ２月２２日 31名）

(県委託含む） 　  新任期交流会（ZOOM　10月22日 7名）
ｂ）助産師研修会：
    アドバンス助産師交流研修会(ハイブリッド  7月30日  27名）
    産科管理者研修（ZOOM　9月24日 18名)
　　新人助産師合同研修会（全5回　新人20名　潜在助産師2名）
ｃ）准看護師研修会　( ハイブリッド 10月15日　25名看護師：8名、准看護師：17名）
d）看護の将来ビジョンの具体化に向けた研修：看護師職能Ⅰ（ハイブリッド 11月12日 80名）
e）在宅領域、介護・福祉施設等で働く看護師、管理者研修会：看護師職能Ⅱ
　　　　　　　　　　                                      　　　（BCPの実際：ハイブリッド  7月30日  29名）
f）四職能委員会合同研修会（ＺＯＯＭ R5.3月4日 37名）
  テーマ「地域と連携した母子のケア提供体制の構築」

③県受託・補助研修 ａ）実習指導者講習会　11月21日～R5.1月19日 43名受講、修了42名
ｂ）特定分野における実習指導者講習会（参集 7月6日～29日  5名）
ｃ）専任教員継続研修(重複）
ｄ）高齢者権利擁護等推進事業における看護実務者研修
　　　（7月5日～6日:44名　実務者研修2名参加）
e）訪問看護師養成研修（eラーニング活用・入門コース）
    ・e-ラｰニング活用研修(5月13日～9月3日 22名、公開講座 6科目 45名）
    ・入門コース5月13日～9月3日：21名）
ｆ）看護職員卒後研修事業
　　新任期看護職員卒後研修教育担当者研修：（ZOOM  7月21日～23日 45名）
　　新人看護職員卒後研修実施指導者研修：
　　　　　（ハイブリッド  Ｒ５.1月12日～14日 91名、　2月13日～15日 100名）

ｇ）就業相談員育成・養成研修
　　      （育成研修：参集  6月29日 14名   養成研修：参集 R5.3.3 4名)
ｈ）病院勤務の医療従事者向け認知症対応向上研修
　      　（ZOOM  8月3日 97名、 10月19日 68名、12月21日 47名）
　　病院勤務以外の医療従事者向け認知症向上研修1回（ZOOM  8月31日 47名）
i）看護職員認知症対応能力向上研修
            (参集 11月4日 105名、12月2日 102名、R5.1月24日 98名)
　　       (参集 11月10日～12日 102名　大島 ZOOM 2月16日～18日 40名）
j)潜在助産師再就業支援セミナー（2名 11月5日、22日、26日、12月10日、24日）

２） 地区研修の推進 ａ）会員・非会員への研修支援

３）地区研修の充実 ａ）地区での研修の企画・実施　(医療安全は合同開催：ハイブリッド 11月19日 343名）
ｂ）地区内でのブロック別研修の実施

　 ４）認定看護師の活用・支援　　重点４ ａ）研修講師及び現場支援における認定看護師の活用
　　　　　　　　　　　　　　
３　認定看護管理者教育

ａ）ファーストレベル教育企画・運営
　      　（前半:ZOOM  8月17日～26日  86名、後半：9月20日～10月6日 86名　修了84名）
ｂ）ファーストレベル修了生支援
c）セカンドレベルフォローアップ研修
          　（10月1日修了者27名、ファースト87名他演習支援者・看護管理者　計135名）

  ２）サードレベル教育事業               重点４ a）サードレベル教育企画・運営　★
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２２．．看看護護職職のの労労働働環環境境のの改改善善及及びび就就業業促促進進にによよるる人人々々のの健健康康及及びび福福祉祉のの増増進進にに関関すするる事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

１　働き続けられる職場づくり  　　　　　
　１）「ワーク・ライフ・バランス」の推進 ａ）ワーク・ライフ・バランスの推進・広報　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重点３ b）医療勤務環境改善支援センターと連携したＷＬＢの推進　

　２）病院・施設責任者への働きかけ a）関係者への労務管理研修
　 看護補助者の活用推進のための看護管理者研修
　　（ZOOM  8月2日 101名、6日 90名、10月13日 125名）

　 b）働きやすい組織風土作り
c)労働と看護の質データベース事業（ＤＩＮQL)の推進

　 d)就業継続が可能な看護職の働き方の普及・推進　
  看護職の処遇改善に向けた取組みの推進
　　(看護連盟との共済研修　ZOOM　10月8日　33名）
　  (テーマ：今こそ、看護職員の処遇改善の仕組みを知ろう
  看護職員の賃金制度の抜本的見直しに関する勉強会
　　（R5.2月7日　ZOOM　1部：14施設17名、第2部:9施設10名）

　３）地域における看護職員確保対策の推進 a)地域に必要な看護職確保事業の取組み　日本看護協会事業★　
　 曽於地区でのワーキング:9月2日、11月14日、Ｒ５．2月6日
  潜在看護職のナースセンター紹介による就業者8名  ふれあい看護体験１施設
  曽於圏域ハローワーク就業相談事業利用者20名
b)看護職の労働移動支援の検討

　４）介護領域における看護機能の充実　　 ａ）高齢者ケア施設で働く看護管理者研修
                                               　　 重点１  　　ｂ）介護施設の看護管理者研修　

ｃ）介護施設の看護師研修（1月7日18名）　
ｄ）介護施設への講師派遣　
ｅ）介護施設における看取り研修他　

　５）看護職の卒後臨床研修制度の推進 　
　　①教育担当者フォローアップ研修 ａ）プロジェクトチームによる研修実施　（7月21日～23日 45名）
　　②実地指導者研修 ・各施設へ：研修体制の整備への支援
　　③新人看護職員多施設合同研修 ・関係機関団体との連携
　　④新人助産師合同研修 ・地域事業との連携、全地区で開催　

・他施設合同7地区各1回（全198名参加）

　６）看護業務の効率化の推進 a)看護業務の効率化・生産性向上のための先進事例の情報収集及び普及　
「ちょっとばっかい業務改善in鹿児島」で取組み事例を募集　最優秀賞を表彰

　７）セカンドキャリアに向けた支援 ａ）セカンドキャリア研修会　（10月22日　8名）

　8）離職防止に向けた支援 d）新型コロナウイルス感染症対応職員離職防止相談事業の推進★

　　　相談窓口の設置：　19件（看護110番との重複あり）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　看護職確保対策の推進（県委託）
　１）再就業相談事業 ａ）看護師等無料職業相談、紹介　　
　　 看護職員就業相談事業 ｂ）看護職員需要施設実態調査
　　 ｃ）地区のハローワークでの就業相談　（HW相談12か所（相談者120名、うち就業確認26名）

　２）潜在看護師等就業支援 ａ）看護師等資格保持者の届出制度の活用　　
　　 離職者届出制度への対応 　　　　　　　　　　（H27.10～R4.3月末：3,031名登録　R4年度届出数：267名）

ｂ）再就業支援セミナー開催（10月～12月の３日間12名、ｅラーニング7名）
ｃ）再就業技術支援セミナーの開催
　・採血に特化した技術研修7回  （4，6，8,10,12,2,3月実施 計23名）
　・吸引・点滴技術セミナー1回 5名、救護研修 12名
d)再就業応援カフェの開催　 （10月22日 4施設 11名参加、1月27日 4施設 4名 参加）
e)看護人材確保・活用対策セミナーの開催（ZOOM　9月27日求人施設24ヶ所参加）
f）潜在助産師再就業支援セミナー（重複）
g）セカンドキャリア支援  (参集 10月22日 24名）
h) 新型コロナウイルス感染症対応潜在看護職研修事業の実施★
 　　（ワクチン接種等の新型コロナウイルス感染症対応に従事した潜在看護師等に対する
　　　スキルアップ研修を実施　①eラ-ニング研修、②技術研修、③集合研修　延べ158名）

　３）ナースセンターの強化・利用促進
　　①第６次NCCSの広報・活用　　　　重点3 ａ）看護学校・養成所訪問 （17校訪問　学生636名）

ｂ）ハローワークかごしまでの相談
ｃ）ナースセンター便りの充実　計4回
d）中・高校の進路指導教員との連携
ｅ）職業紹介に関する関係機関との連絡調整
ｆ）ナースセンター事業運営委員会の充実　(6月29日、11月21日（書面開催））

　  ②アンケート結果からの事業推進 a)定年を控えた看護職の再就業支援　(研修・交流会）

　４）助産師活動推進事業 ａ）助産師地域偏在の改善と助産師実践能力の強化　(6月13日:実地研修マッチング）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　研修参加6施設６名
ｂ）アドバンス助産師の取得に向けた支援　
c）地域における助産師活用支援
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ｃ）ナースセンター便りの充実　計4回
d）中・高校の進路指導教員との連携
ｅ）職業紹介に関する関係機関との連絡調整
ｆ）ナースセンター事業運営委員会の充実　(6月29日、11月21日（書面開催））

　  ②アンケート結果からの事業推進 a)定年を控えた看護職の再就業支援　(研修・交流会）

　４）助産師活動推進事業 ａ）助産師地域偏在の改善と助産師実践能力の強化　(6月13日:実地研修マッチング）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　研修参加6施設６名
ｂ）アドバンス助産師の取得に向けた支援　
c）地域における助産師活用支援

3

２２．．看看護護職職のの労労働働環環境境のの改改善善及及びび就就業業促促進進にによよるる人人々々のの健健康康及及びび福福祉祉のの増増進進にに関関すするる事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

１　働き続けられる職場づくり  　　　　　
　１）「ワーク・ライフ・バランス」の推進 ａ）ワーク・ライフ・バランスの推進・広報　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重点３ b）医療勤務環境改善支援センターと連携したＷＬＢの推進　

　２）病院・施設責任者への働きかけ a）関係者への労務管理研修
　 看護補助者の活用推進のための看護管理者研修
　　（ZOOM  8月2日 101名、6日 90名、10月13日 125名）

　 b）働きやすい組織風土作り
c)労働と看護の質データベース事業（ＤＩＮQL)の推進

　 d)就業継続が可能な看護職の働き方の普及・推進　
  看護職の処遇改善に向けた取組みの推進
　　(看護連盟との共済研修　ZOOM　10月8日　33名）
　  (テーマ：今こそ、看護職員の処遇改善の仕組みを知ろう
  看護職員の賃金制度の抜本的見直しに関する勉強会
　　（R5.2月7日　ZOOM　1部：14施設17名、第2部:9施設10名）

　３）地域における看護職員確保対策の推進 a)地域に必要な看護職確保事業の取組み　日本看護協会事業★　
　 曽於地区でのワーキング:9月2日、11月14日、Ｒ５．2月6日
  潜在看護職のナースセンター紹介による就業者8名  ふれあい看護体験１施設
  曽於圏域ハローワーク就業相談事業利用者20名
b)看護職の労働移動支援の検討

　４）介護領域における看護機能の充実　　 ａ）高齢者ケア施設で働く看護管理者研修
                                               　　 重点１  　　ｂ）介護施設の看護管理者研修　

ｃ）介護施設の看護師研修（1月7日18名）　
ｄ）介護施設への講師派遣　
ｅ）介護施設における看取り研修他　

　５）看護職の卒後臨床研修制度の推進 　
　　①教育担当者フォローアップ研修 ａ）プロジェクトチームによる研修実施　（7月21日～23日 45名）
　　②実地指導者研修 ・各施設へ：研修体制の整備への支援
　　③新人看護職員多施設合同研修 ・関係機関団体との連携
　　④新人助産師合同研修 ・地域事業との連携、全地区で開催　

・他施設合同7地区各1回（全198名参加）

　６）看護業務の効率化の推進 a)看護業務の効率化・生産性向上のための先進事例の情報収集及び普及　
「ちょっとばっかい業務改善in鹿児島」で取組み事例を募集　最優秀賞を表彰

　７）セカンドキャリアに向けた支援 ａ）セカンドキャリア研修会　（10月22日　8名）

　8）離職防止に向けた支援 d）新型コロナウイルス感染症対応職員離職防止相談事業の推進★

　　　相談窓口の設置：　19件（看護110番との重複あり）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　看護職確保対策の推進（県委託）
　１）再就業相談事業 ａ）看護師等無料職業相談、紹介　　
　　 看護職員就業相談事業 ｂ）看護職員需要施設実態調査
　　 ｃ）地区のハローワークでの就業相談　（HW相談12か所（相談者120名、うち就業確認26名）

　２）潜在看護師等就業支援 ａ）看護師等資格保持者の届出制度の活用　　
　　 離職者届出制度への対応 　　　　　　　　　　（H27.10～R4.3月末：3,031名登録　R4年度届出数：267名）

ｂ）再就業支援セミナー開催（10月～12月の３日間12名、ｅラーニング7名）
ｃ）再就業技術支援セミナーの開催
　・採血に特化した技術研修7回  （4，6，8,10,12,2,3月実施 計23名）
　・吸引・点滴技術セミナー1回 5名、救護研修 12名
d)再就業応援カフェの開催　 （10月22日 4施設 11名参加、1月27日 4施設 4名 参加）
e)看護人材確保・活用対策セミナーの開催（ZOOM　9月27日求人施設24ヶ所参加）
f）潜在助産師再就業支援セミナー（重複）
g）セカンドキャリア支援  (参集 10月22日 24名）
h) 新型コロナウイルス感染症対応潜在看護職研修事業の実施★
 　　（ワクチン接種等の新型コロナウイルス感染症対応に従事した潜在看護師等に対する
　　　スキルアップ研修を実施　①eラ-ニング研修、②技術研修、③集合研修　延べ158名）

　３）ナースセンターの強化・利用促進
　　①第６次NCCSの広報・活用　　　　重点3 ａ）看護学校・養成所訪問 （17校訪問　学生636名）

ｂ）ハローワークかごしまでの相談
ｃ）ナースセンター便りの充実　計4回
d）中・高校の進路指導教員との連携
ｅ）職業紹介に関する関係機関との連絡調整
ｆ）ナースセンター事業運営委員会の充実　(6月29日、11月21日（書面開催））

　  ②アンケート結果からの事業推進 a)定年を控えた看護職の再就業支援　(研修・交流会）

　４）助産師活動推進事業 ａ）助産師地域偏在の改善と助産師実践能力の強化　(6月13日:実地研修マッチング）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　研修参加6施設６名
ｂ）アドバンス助産師の取得に向けた支援　
c）地域における助産師活用支援

3

33．．看看護護にに係係るる調調査査及及びび研研究究並並びびにに看看護護業業務務及及びび看看護護制制度度のの改改善善へへのの提提言言にに関関すするる事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

１　看護業務に関する看護の質の保証の推進
　１）特定行為に係る研修制度の推進 ａ）看護業務の整理・役割拡大、他職種との連携など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重点４ 　 特定行為研修制度の広報、 指定研修機関・協力病院の確保

ｂ）関係機関との連携　
ｃ）特定行為研修修了者の交流会の開催　いまきいれ病院主催で１２月５日に開催
ｄ）認定看護師の特定行為研修受講の推進　8１名申込み　31名終了

　２）看護業務に関する検討 ａ）他職種との役割分担・連携について
　 ｂ）地区における研究・発表

　
　３）看護師の資格を活かした社会貢献 ａ）看護職有償のボランティアネットワークの推進　

　　（ボランティアナース　3月31日現在 112名）

２　職能委員会活動
　１）保健師のキャリアパスの構築 ａ）職能独自の問題の検討・提言
　２）助産師ラダーの推進 　 労働環境、業務整理、３職能の役割拡大等
　３）看護師ラダーの推進 　 新人研修、基礎教育のあり方検討

ｂ）新任期保健師フォロー体制の充実　★
　 平成３年度のアンケート調査結果を元に検討  県への要望提出、10月22日交流会
c)地区との連携強化

３　実態把握 ａ）国及び日看協の統計等の情報収集・分析　
ｂ）看護部長等のメーリングリストの活用　
ｃ）各地区への訪問　

４　県等への要望活動（重複） ａ）予算要望書の提出　（8月8日知事への要望書提出）

　 ｂ）看護師養成課程に関する県への事業提案

44．．地地域域ケケアアササーービビススのの実実施施及及びび促促進進等等にによよるる県県民民のの健健康康及及びび福福祉祉のの増増進進にに関関すするる事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

１　県民の健康づくり推進に関する事業　重点1 　
　１）生活習慣病予防事業及び介護予防事業 ａ）関係機関の連携会議等への参加・協働　 体育の日健康づくりイベント参加
　　対策への取り組み ｂ）健康相談、計測等

ｃ）「まちの保健室」の開催　（地区事業含む）
　　・ＣＫＤ予防 　　・開催に関する意見交換
　　・認知症予防 ｄ）他団体との連携
　　・たばこ対策の推進と普及 ｅ）広報活動

　２）子供・高齢者虐待予防対策への取組み ａ）関係機関・関係団体との連携及び関係会議等への出席
ｂ）施設従事者の研修等

　３）生涯を通じた女性の健康支援 ａ）関係機関・関係団体との連携及び関係会議等への出席

　４）がん対策支援 ａ）関係機関団体との連携・委員の推薦
ｂ）普及啓発運動
ｃ）研修会の開催
ｄ）イベント活動への参加：ピンクリボン月間
　「つながる想いｉｎかごしま」への協力

　５）感染症対策支援    　　　　　重点２ ａ）関係機関団体との連携
b）新型コロナウイルス感染症に関する感染予防対策・支援体制の推進（重複）　
　

　６）医療・看護安全に関する支援 ａ）関係機関団体との連携
ｂ）看護110番相談の実施　（3月末20件）

　　　 ｃ）医療事故調査制度に係る相談支援　

　７）地域医療連携計画・地域医療構想への ａ）行政（県・市）の会議参加　　
　　　参加 ｂ）関係機関との連携

　８）難病・障害者支援 a）関係機関との連携・会議等への出席
b）障害程度区分認定審査会委員の推薦

　９）自殺対策 ａ）自殺予防街頭キャンペーン参加 （新型コロナウイルス感染拡大の為、中止）

4

　5件応募あり　令和

　5件応募あり　令和
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33．．看看護護にに係係るる調調査査及及びび研研究究並並びびにに看看護護業業務務及及びび看看護護制制度度のの改改善善へへのの提提言言にに関関すするる事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

１　看護業務に関する看護の質の保証の推進
　１）特定行為に係る研修制度の推進 ａ）看護業務の整理・役割拡大、他職種との連携など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重点４ 　 特定行為研修制度の広報、 指定研修機関・協力病院の確保

ｂ）関係機関との連携　
ｃ）特定行為研修修了者の交流会の開催　いまきいれ病院主催で１２月５日に開催
ｄ）認定看護師の特定行為研修受講の推進　8１名申込み　31名終了

　２）看護業務に関する検討 ａ）他職種との役割分担・連携について
　 ｂ）地区における研究・発表

　
　３）看護師の資格を活かした社会貢献 ａ）看護職有償のボランティアネットワークの推進　

　　（ボランティアナース　3月31日現在 112名）

２　職能委員会活動
　１）保健師のキャリアパスの構築 ａ）職能独自の問題の検討・提言
　２）助産師ラダーの推進 　 労働環境、業務整理、３職能の役割拡大等
　３）看護師ラダーの推進 　 新人研修、基礎教育のあり方検討

ｂ）新任期保健師フォロー体制の充実　★
　 平成３年度のアンケート調査結果を元に検討  県への要望提出、10月22日交流会
c)地区との連携強化

３　実態把握 ａ）国及び日看協の統計等の情報収集・分析　
ｂ）看護部長等のメーリングリストの活用　
ｃ）各地区への訪問　

４　県等への要望活動（重複） ａ）予算要望書の提出　（8月8日知事への要望書提出）

　 ｂ）看護師養成課程に関する県への事業提案

44．．地地域域ケケアアササーービビススのの実実施施及及びび促促進進等等にによよるる県県民民のの健健康康及及びび福福祉祉のの増増進進にに関関すするる事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

１　県民の健康づくり推進に関する事業　重点1 　
　１）生活習慣病予防事業及び介護予防事業 ａ）関係機関の連携会議等への参加・協働　 体育の日健康づくりイベント参加
　　対策への取り組み ｂ）健康相談、計測等

ｃ）「まちの保健室」の開催　（地区事業含む）
　　・ＣＫＤ予防 　　・開催に関する意見交換
　　・認知症予防 ｄ）他団体との連携
　　・たばこ対策の推進と普及 ｅ）広報活動

　２）子供・高齢者虐待予防対策への取組み ａ）関係機関・関係団体との連携及び関係会議等への出席
ｂ）施設従事者の研修等

　３）生涯を通じた女性の健康支援 ａ）関係機関・関係団体との連携及び関係会議等への出席

　４）がん対策支援 ａ）関係機関団体との連携・委員の推薦
ｂ）普及啓発運動
ｃ）研修会の開催
ｄ）イベント活動への参加：ピンクリボン月間
　「つながる想いｉｎかごしま」への協力

　５）感染症対策支援    　　　　　重点２ ａ）関係機関団体との連携
b）新型コロナウイルス感染症に関する感染予防対策・支援体制の推進（重複）　
　

　６）医療・看護安全に関する支援 ａ）関係機関団体との連携
ｂ）看護110番相談の実施　（3月末20件）

　　　 ｃ）医療事故調査制度に係る相談支援　

　７）地域医療連携計画・地域医療構想への ａ）行政（県・市）の会議参加　　
　　　参加 ｂ）関係機関との連携

　８）難病・障害者支援 a）関係機関との連携・会議等への出席
b）障害程度区分認定審査会委員の推薦

　９）自殺対策 ａ）自殺予防街頭キャンペーン参加 （新型コロナウイルス感染拡大の為、中止）

4

33．．看看護護にに係係るる調調査査及及びび研研究究並並びびにに看看護護業業務務及及びび看看護護制制度度のの改改善善へへのの提提言言にに関関すするる事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

１　看護業務に関する看護の質の保証の推進
　１）特定行為に係る研修制度の推進 ａ）看護業務の整理・役割拡大、他職種との連携など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重点４ 　 特定行為研修制度の広報、 指定研修機関・協力病院の確保

ｂ）関係機関との連携　
ｃ）特定行為研修修了者の交流会の開催　いまきいれ病院主催で１２月５日に開催
ｄ）認定看護師の特定行為研修受講の推進　8１名申込み　31名終了

　２）看護業務に関する検討 ａ）他職種との役割分担・連携について
　 ｂ）地区における研究・発表

　
　３）看護師の資格を活かした社会貢献 ａ）看護職有償のボランティアネットワークの推進　

　　（ボランティアナース　3月31日現在 112名）

２　職能委員会活動
　１）保健師のキャリアパスの構築 ａ）職能独自の問題の検討・提言
　２）助産師ラダーの推進 　 労働環境、業務整理、３職能の役割拡大等
　３）看護師ラダーの推進 　 新人研修、基礎教育のあり方検討

ｂ）新任期保健師フォロー体制の充実　★
　 平成３年度のアンケート調査結果を元に検討  県への要望提出、10月22日交流会
c)地区との連携強化

３　実態把握 ａ）国及び日看協の統計等の情報収集・分析　
ｂ）看護部長等のメーリングリストの活用　
ｃ）各地区への訪問　

４　県等への要望活動（重複） ａ）予算要望書の提出　（8月8日知事への要望書提出）

　 ｂ）看護師養成課程に関する県への事業提案

44．．地地域域ケケアアササーービビススのの実実施施及及びび促促進進等等にによよるる県県民民のの健健康康及及びび福福祉祉のの増増進進にに関関すするる事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

１　県民の健康づくり推進に関する事業　重点1 　
　１）生活習慣病予防事業及び介護予防事業 ａ）関係機関の連携会議等への参加・協働　 体育の日健康づくりイベント参加
　　対策への取り組み ｂ）健康相談、計測等

ｃ）「まちの保健室」の開催　（地区事業含む）
　　・ＣＫＤ予防 　　・開催に関する意見交換
　　・認知症予防 ｄ）他団体との連携
　　・たばこ対策の推進と普及 ｅ）広報活動

　２）子供・高齢者虐待予防対策への取組み ａ）関係機関・関係団体との連携及び関係会議等への出席
ｂ）施設従事者の研修等

　３）生涯を通じた女性の健康支援 ａ）関係機関・関係団体との連携及び関係会議等への出席

　４）がん対策支援 ａ）関係機関団体との連携・委員の推薦
ｂ）普及啓発運動
ｃ）研修会の開催
ｄ）イベント活動への参加：ピンクリボン月間
　「つながる想いｉｎかごしま」への協力

　５）感染症対策支援    　　　　　重点２ ａ）関係機関団体との連携
b）新型コロナウイルス感染症に関する感染予防対策・支援体制の推進（重複）　
　

　６）医療・看護安全に関する支援 ａ）関係機関団体との連携
ｂ）看護110番相談の実施　（3月末20件）

　　　 ｃ）医療事故調査制度に係る相談支援　

　７）地域医療連携計画・地域医療構想への ａ）行政（県・市）の会議参加　　
　　　参加 ｂ）関係機関との連携

　８）難病・障害者支援 a）関係機関との連携・会議等への出席
b）障害程度区分認定審査会委員の推薦

　９）自殺対策 ａ）自殺予防街頭キャンペーン参加 （新型コロナウイルス感染拡大の為、中止）
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項　　　　　　　　目 内　　　　　　容
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重点４ 　 特定行為研修制度の広報、 指定研修機関・協力病院の確保

ｂ）関係機関との連携　
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項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

２　次世代育成支援 ａ）思春期対策への取り組み, 性に関する指導授業の推進 （10校1事業所実施）　
　１）次世代育成支援事業の推進 ｂ）啓発活動推進

ｃ）関係機関との連携
ｄ）性に関する指導の推進 （25校実施（鹿児島市教育委員会委託））　
e）性に関する指導者育成研修 （ハイブリッド 7月16日  57名）
   性に関する指導学習会         （参集  9月10日 20名）
   性に関する多職種交流会     （ハイブリッド 2月18日 44名）

３　地域保健活動の推進 ａ）保健活動の充実、スキルアップ
　１）地域ニーズに応じた保健活動 ｂ）従事者間のネットワークの強化　全国保健師職能集会、九州ブロック会議、保健師長会等

ｃ）保健師活動指針の活用　

４　介護保険制度の適切な運用の推進 ａ）関係機関団体との連携・協力
ｂ）介護認定審査委員の推薦

５　医療介護の連携　　　　　　　　　　　重点1 a）地域での看看連携事業及び多職種連携事業の推進　
b）他職種連携研修等への参加
　　　　　（7月3日薬剤師会主催多職種連携シンポジウム企画・座長等で参加）
c）看護職連携推進

６　地域包括ケアシステムの構築　　　重点1 ａ）看護職の視点からの情報発信　　
ｂ）関係機関団体との連携
ｃ）市町村の地域包括ケアシステム構築への看護の役割発信
ｄ）地域での介護予防・重症化予防対策への取組
e) 母子支援のための地域包括ケアシステムの推進　（重複）
    テーマ「地域と連携した母子のケア提供体制の構築」（ＺＯＯＭ R5.3月4日 37名）
ｆ）看護管理者会の開催の推進　★　（各地区支部毎での研修会・意見交換会の開催）
g）看護小規模多機能居宅のネットワーク構築★　
　　　　　（交流会　11月7日　14施設23人　県3人　協会2名）

７　訪問看護事業   
　１）訪問看護相談支援事業　　　　重点１ ａ）訪問看護相談支援センターの継続　（相談件数：45件）
　①訪問看護に関わる総合相談の対応・ ｂ）訪問看護師研修支援
　　　体制整備 c）診療報酬改正などの相談
　②訪問看護に関わる情報収集 ｄ）地区での訪問看護研修支援　　
　③訪問看護の質の向上

　2）「訪問看護ステーションかごしま」に ａ）PR活動の強化、新規利用者の獲得　（新規：68件、延べ利用者数：872人）
　　　関する事業 ｂ）訪問看護ステーションかごしまの機能強化（11月運営委員会を書面開催）
　①事業の適正運営・ICT化 ｃ）訪問看護の質・技術の向上・ICT化　
　②経営基盤の強化 ｄ）関係機関・関係団体の連携・協力
　③広報活動（地域住民、会員・会員外への e）看護師・看護学生・訪問看護ステーション・医学生の実習受け入れ
　　 事業紹介） f）地域のニーズの把握
　④ネットワークづくり g）保険外サービスの提供

　3）居宅介護支援事業所に関する事業 ａ）PR活動の強化、新規利用者の獲得　（R5.3月末　31名登録）
　①居宅介護支援事業所の適正運営 ｂ）医療保険制度改正に関する情報収集
　②関係機関・関係団体との連携協力 ｃ）ケアマネジャーの質・技術向上

　４）訪問看護供給体制確保推進事業　重点１ a)訪問看護師の人材確保・育成及び訪問看護提供体制等の検討
　　全体会：8月22日、Ｒ5.3月20日　作業部会：Ｒ５.1月31日
ｂ)新卒訪問看護師受入れ訪問看護ステーションと養成校とのマッチング　★
　・令和6年度新卒訪問看護師受入れ訪問看護ステーションの開拓　2か所採用予定
　・　〃　　　　　就職希望学生の募集　養成校・学校、学生への説明
ｃ）新卒等訪問看護師教育プログラム作成
　　令和6年度新卒等訪問看護師採用予定事業所2か所に応じたプログラム作成
ｄ）医療機関・事業所の意見交換会・交流会の開催
　　・看護小規模多機能型事業所交流会：参集 11月5日、29名（看多機23名、県3名、協会2名）

　　・曽於地区における訪問看護に関する意見交換会：参集 R5.2月4日、18名

e)訪問看護認定看護師等による個別相談：２件（Ｒ５.１月７日ＺＯＯＭ、3月27日電話相談）

　5）小児訪問看護師育成研修 a)座学・実技研修（ ZOOM 7月23日 27名、ハイブリッド 7月30日  23名）
　　　　　（医療的ケア児）事業の推進　★ b）実施研修：医療機関実習、訪問看護実習
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重点１ 　 協力医療機関2か所、協力訪問看護ST3か所、実習修了者10事業所15名　
８　医療看護安全に関する事業
　１）医療・看護安全対策に関する情報収集 ａ）地域における取り組みに関する情報収集と支援

　・医療安全ネットワーク病院連絡会の開催
ｂ）日本看護協会関係会議への参加

　２）医療安全管理者の養成と質の向上　 a）医療安全管理者養成研修　eラーニング　（7月1日～11月19日 91名）
       日本看護協会のプログラムへ変更 ★
ｂ）医療安全管理者養成研修　ラーニングの集合研修（12月3日 88名）

　３）関連機関団体との連携促進 ａ）医療事故調査制度支援団体等協働研修会の開催
ｂ）院内医療事故調査実施に伴う調査支援員の派遣　
ｃ）医療事故調査支援団体の周知
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項　　　　　　　　目 内　　　　　　容
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　　　関する事業 ｂ）訪問看護ステーションかごしまの機能強化（11月運営委員会を書面開催）
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　5）小児訪問看護師育成研修 a)座学・実技研修（ ZOOM 7月23日 27名、ハイブリッド 7月30日  23名）
　　　　　（医療的ケア児）事業の推進　★ b）実施研修：医療機関実習、訪問看護実習
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重点１ 　 協力医療機関2か所、協力訪問看護ST3か所、実習修了者10事業所15名　
８　医療看護安全に関する事業
　１）医療・看護安全対策に関する情報収集 ａ）地域における取り組みに関する情報収集と支援

　・医療安全ネットワーク病院連絡会の開催
ｂ）日本看護協会関係会議への参加

　２）医療安全管理者の養成と質の向上　 a）医療安全管理者養成研修　eラーニング　（7月1日～11月19日 91名）
       日本看護協会のプログラムへ変更 ★
ｂ）医療安全管理者養成研修　ラーニングの集合研修（12月3日 88名）

　３）関連機関団体との連携促進 ａ）医療事故調査制度支援団体等協働研修会の開催
ｂ）院内医療事故調査実施に伴う調査支援員の派遣　
ｃ）医療事故調査支援団体の周知
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項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

２　次世代育成支援 ａ）思春期対策への取り組み, 性に関する指導授業の推進 （10校1事業所実施）　
　１）次世代育成支援事業の推進 ｂ）啓発活動推進

ｃ）関係機関との連携
ｄ）性に関する指導の推進 （25校実施（鹿児島市教育委員会委託））　
e）性に関する指導者育成研修 （ハイブリッド 7月16日  57名）
   性に関する指導学習会         （参集  9月10日 20名）
   性に関する多職種交流会     （ハイブリッド 2月18日 44名）

３　地域保健活動の推進 ａ）保健活動の充実、スキルアップ
　１）地域ニーズに応じた保健活動 ｂ）従事者間のネットワークの強化　全国保健師職能集会、九州ブロック会議、保健師長会等

ｃ）保健師活動指針の活用　

４　介護保険制度の適切な運用の推進 ａ）関係機関団体との連携・協力
ｂ）介護認定審査委員の推薦

５　医療介護の連携　　　　　　　　　　　重点1 a）地域での看看連携事業及び多職種連携事業の推進　
b）他職種連携研修等への参加
　　　　　（7月3日薬剤師会主催多職種連携シンポジウム企画・座長等で参加）
c）看護職連携推進

６　地域包括ケアシステムの構築　　　重点1 ａ）看護職の視点からの情報発信　　
ｂ）関係機関団体との連携
ｃ）市町村の地域包括ケアシステム構築への看護の役割発信
ｄ）地域での介護予防・重症化予防対策への取組
e) 母子支援のための地域包括ケアシステムの推進　（重複）
    テーマ「地域と連携した母子のケア提供体制の構築」（ＺＯＯＭ R5.3月4日 37名）
ｆ）看護管理者会の開催の推進　★　（各地区支部毎での研修会・意見交換会の開催）
g）看護小規模多機能居宅のネットワーク構築★　
　　　　　（交流会　11月7日　14施設23人　県3人　協会2名）

７　訪問看護事業   
　１）訪問看護相談支援事業　　　　重点１ ａ）訪問看護相談支援センターの継続　（相談件数：45件）
　①訪問看護に関わる総合相談の対応・ ｂ）訪問看護師研修支援
　　　体制整備 c）診療報酬改正などの相談
　②訪問看護に関わる情報収集 ｄ）地区での訪問看護研修支援　　
　③訪問看護の質の向上

　2）「訪問看護ステーションかごしま」に ａ）PR活動の強化、新規利用者の獲得　（新規：68件、延べ利用者数：872人）
　　　関する事業 ｂ）訪問看護ステーションかごしまの機能強化（11月運営委員会を書面開催）
　①事業の適正運営・ICT化 ｃ）訪問看護の質・技術の向上・ICT化　
　②経営基盤の強化 ｄ）関係機関・関係団体の連携・協力
　③広報活動（地域住民、会員・会員外への e）看護師・看護学生・訪問看護ステーション・医学生の実習受け入れ
　　 事業紹介） f）地域のニーズの把握
　④ネットワークづくり g）保険外サービスの提供

　3）居宅介護支援事業所に関する事業 ａ）PR活動の強化、新規利用者の獲得　（R5.3月末　31名登録）
　①居宅介護支援事業所の適正運営 ｂ）医療保険制度改正に関する情報収集
　②関係機関・関係団体との連携協力 ｃ）ケアマネジャーの質・技術向上

　４）訪問看護供給体制確保推進事業　重点１ a)訪問看護師の人材確保・育成及び訪問看護提供体制等の検討
　　全体会：8月22日、Ｒ5.3月20日　作業部会：Ｒ５.1月31日
ｂ)新卒訪問看護師受入れ訪問看護ステーションと養成校とのマッチング　★
　・令和6年度新卒訪問看護師受入れ訪問看護ステーションの開拓　2か所採用予定
　・　〃　　　　　就職希望学生の募集　養成校・学校、学生への説明
ｃ）新卒等訪問看護師教育プログラム作成
　　令和6年度新卒等訪問看護師採用予定事業所2か所に応じたプログラム作成
ｄ）医療機関・事業所の意見交換会・交流会の開催
　　・看護小規模多機能型事業所交流会：参集 11月5日、29名（看多機23名、県3名、協会2名）

　　・曽於地区における訪問看護に関する意見交換会：参集 R5.2月4日、18名

e)訪問看護認定看護師等による個別相談：２件（Ｒ５.１月７日ＺＯＯＭ、3月27日電話相談）

　5）小児訪問看護師育成研修 a)座学・実技研修（ ZOOM 7月23日 27名、ハイブリッド 7月30日  23名）
　　　　　（医療的ケア児）事業の推進　★ b）実施研修：医療機関実習、訪問看護実習
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重点１ 　 協力医療機関2か所、協力訪問看護ST3か所、実習修了者10事業所15名　
８　医療看護安全に関する事業
　１）医療・看護安全対策に関する情報収集 ａ）地域における取り組みに関する情報収集と支援

　・医療安全ネットワーク病院連絡会の開催
ｂ）日本看護協会関係会議への参加

　２）医療安全管理者の養成と質の向上　 a）医療安全管理者養成研修　eラーニング　（7月1日～11月19日 91名）
       日本看護協会のプログラムへ変更 ★
ｂ）医療安全管理者養成研修　ラーニングの集合研修（12月3日 88名）

　３）関連機関団体との連携促進 ａ）医療事故調査制度支援団体等協働研修会の開催
ｂ）院内医療事故調査実施に伴う調査支援員の派遣　
ｃ）医療事故調査支援団体の周知
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項　　　　　　　　目 内　　　　　　容
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e）性に関する指導者育成研修 （ハイブリッド 7月16日  57名）
   性に関する指導学習会         （参集  9月10日 20名）
   性に関する多職種交流会     （ハイブリッド 2月18日 44名）

３　地域保健活動の推進 ａ）保健活動の充実、スキルアップ
　１）地域ニーズに応じた保健活動 ｂ）従事者間のネットワークの強化　全国保健師職能集会、九州ブロック会議、保健師長会等

ｃ）保健師活動指針の活用　

４　介護保険制度の適切な運用の推進 ａ）関係機関団体との連携・協力
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    テーマ「地域と連携した母子のケア提供体制の構築」（ＺＯＯＭ R5.3月4日 37名）
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　１）訪問看護相談支援事業　　　　重点１ ａ）訪問看護相談支援センターの継続　（相談件数：45件）
　①訪問看護に関わる総合相談の対応・ ｂ）訪問看護師研修支援
　　　体制整備 c）診療報酬改正などの相談
　②訪問看護に関わる情報収集 ｄ）地区での訪問看護研修支援　　
　③訪問看護の質の向上
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　　　関する事業 ｂ）訪問看護ステーションかごしまの機能強化（11月運営委員会を書面開催）
　①事業の適正運営・ICT化 ｃ）訪問看護の質・技術の向上・ICT化　
　②経営基盤の強化 ｄ）関係機関・関係団体の連携・協力
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　　 事業紹介） f）地域のニーズの把握
　④ネットワークづくり g）保険外サービスの提供
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　　・看護小規模多機能型事業所交流会：参集 11月5日、29名（看多機23名、県3名、協会2名）

　　・曽於地区における訪問看護に関する意見交換会：参集 R5.2月4日、18名
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5

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

９　災害時における活動体制の推進事業
　１）活動体制等の整備 ａ）災害対応マニュアルの周知

ｂ）災害支援ナース登録の推進 （3月31日現在 161名登録）
　　個人登録から施設登録へ変更の検討　★
ｃ）支援活動に必要な物品の整備
ｄ）事業継続計画の見直し
e）災害支援、ネットワークづくり　　
f ）県・鹿児島市との災害協定に基づく検討　
　(県看護係との検討継続検討、鹿児島市9月27日福祉避難所等運営情報交換会）
  (R5．3月　県との協定　改定）
g)災害発生時における感染対策を視野に入れた看護支援活動のあり方の検討

　２）災害看護に関する研修の企画実施 ａ）災害看護研修の地区研修を開催　
ｂ）災害支援ナース育成研修
　　（part1：ZOOM 9 月2,3日 50名、part2研修 :参集 10月1日 62名）
c）災害看護レベルアップ研修の開催　★ （参集　R5.2月25日50名）
ｄ）関係機関との連携

　３）災害訓練 ａ）日本看護協会、鹿児島県、鹿児島市等との合同防災訓練への参加
　　（県防災訓練11月5日志布志市 他）、鹿児島市桜島防災訓練R5.1月8日）
ｂ）県医師会・歯科医師会・薬剤師会との連携　
ｃ）会員・災害支援ナースの周知

　４）救護活動 ａ）地区におけるイベント時の救護

★
10. 新型コロナウイルス感染症対応看護職員等 a)人材調整に必要なニーズの把握（応援看護師等相談対応）
                             人材調整事業の推進 b)県内・県外応援派遣者可能者のリストアップ 

重点２ 　医療機関への協力依頼、潜在看護師応募　　　　　　　 　
　　　　　　（5月8日三者連名の文書発出　51医療機関より回答）
c)派遣の必要な施設や日本看護協会からの相談による把握と派遣調整（マッチング）
　(5月24日県外派遣に関する意見交換会 ZOOM開催　公的医療機関10か所看護部長)
 （応援看護師派遣: 3施設へ5人の派遣調整）

11　障害者支援福祉施設等の感染防止の a)新型コロナウイルス感染症に関する相談対応： 49施設
　　　ための相談・支援等事業の推進　                                             　　　　　　　   （障害者支援施設等 26施設,他23施設）

重点２ b)感染対策マニュアルに係る研修会:
      （ZOOM １１月１５日：入所・居住系７８事業所１４１名)
　    (ZOOM １１月２２日：通所系１５２事業所３０２名、１１月２９日：訪問系３０事業所３７名）
c)業務継続計画（ＢＣＰ）に係る研修会：ＺＯＯＭ
　１２月２０日：６４か所６７名、Ｒ５.２月１０日：５２事業所５５名
ｄ)感染管理認定看護師による現場支援（令和４年１１月２１日～１２月２０日）
　・実施施設等：４７（入所・居住系１８、通所系２９）

　・感染管理認定看護師の協力：３８医療機関、４９名
　・現場支援実施前後に自施設チェックリスト実施及び支援後にアンケート調査実施
e）現場支援報告会（Ｒ５．３月２日：ＺＯＯＭ、１２５名参加）

５５．．日日本本看看護護協協会会ととのの相相互互協協力力及及びび連連携携にに関関すするる事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

a）看護の日・週間行事　　
ａ）県民への広報　主に若年層(小中高生)、進路選択に影響を与える保護者・教員を対象
　「キラリ!　看護のシゴト写真・パネル展」５月８日～１４日：イオンモール鹿児島

 2　新型コロナウイルス感染症対応看護職員等 a)日本看護協会からの相談による把握と県外への派遣調整
人材調整事業（特に広域調整）の推進（重複） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　十島村におけるＮＰ課程修了者が対応出来る a)日本看護協会、十島村、関係医療機関等との連携・調整
　　　　　　　患者・利用者の医療ニーズ実証事業 　　　6月27日、7月20日、10月21日、10月22日、12月8日
　　　　　　　　　　　　　　　　（年度途中　★） ｂ）ＮＰ課程修了者の十島村における活動（R5.2月13日～3月1日）

ｃ）関係機関の意見交換会
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ｃ）支援活動に必要な物品の整備
ｄ）事業継続計画の見直し
e）災害支援、ネットワークづくり　　
f ）県・鹿児島市との災害協定に基づく検討　
　(県看護係との検討継続検討、鹿児島市9月27日福祉避難所等運営情報交換会）
  (R5．3月　県との協定　改定）
g)災害発生時における感染対策を視野に入れた看護支援活動のあり方の検討

　２）災害看護に関する研修の企画実施 ａ）災害看護研修の地区研修を開催　
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                             人材調整事業の推進 b)県内・県外応援派遣者可能者のリストアップ 

重点２ 　医療機関への協力依頼、潜在看護師応募　　　　　　　 　
　　　　　　（5月8日三者連名の文書発出　51医療機関より回答）
c)派遣の必要な施設や日本看護協会からの相談による把握と派遣調整（マッチング）
　(5月24日県外派遣に関する意見交換会 ZOOM開催　公的医療機関10か所看護部長)
 （応援看護師派遣: 3施設へ5人の派遣調整）

11　障害者支援福祉施設等の感染防止の a)新型コロナウイルス感染症に関する相談対応： 49施設
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c)業務継続計画（ＢＣＰ）に係る研修会：ＺＯＯＭ
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11　障害者支援福祉施設等の感染防止の a)新型コロナウイルス感染症に関する相談対応： 49施設
　　　ための相談・支援等事業の推進　                                             　　　　　　　   （障害者支援施設等 26施設,他23施設）

重点２ b)感染対策マニュアルに係る研修会:
      （ZOOM １１月１５日：入所・居住系７８事業所１４１名)
　    (ZOOM １１月２２日：通所系１５２事業所３０２名、１１月２９日：訪問系３０事業所３７名）
c)業務継続計画（ＢＣＰ）に係る研修会：ＺＯＯＭ
　１２月２０日：６４か所６７名、Ｒ５.２月１０日：５２事業所５５名
ｄ)感染管理認定看護師による現場支援（令和４年１１月２１日～１２月２０日）
　・実施施設等：４７（入所・居住系１８、通所系２９）

　・感染管理認定看護師の協力：３８医療機関、４９名
　・現場支援実施前後に自施設チェックリスト実施及び支援後にアンケート調査実施
e）現場支援報告会（Ｒ５．３月２日：ＺＯＯＭ、１２５名参加）

５５．．日日本本看看護護協協会会ととのの相相互互協協力力及及びび連連携携にに関関すするる事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

a）看護の日・週間行事　　
ａ）県民への広報　主に若年層(小中高生)、進路選択に影響を与える保護者・教員を対象
　「キラリ!　看護のシゴト写真・パネル展」５月８日～１４日：イオンモール鹿児島

 2　新型コロナウイルス感染症対応看護職員等 a)日本看護協会からの相談による把握と県外への派遣調整
人材調整事業（特に広域調整）の推進（重複） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　十島村におけるＮＰ課程修了者が対応出来る a)日本看護協会、十島村、関係医療機関等との連携・調整
　　　　　　　患者・利用者の医療ニーズ実証事業 　　　6月27日、7月20日、10月21日、10月22日、12月8日
　　　　　　　　　　　　　　　　（年度途中　★） ｂ）ＮＰ課程修了者の十島村における活動（R5.2月13日～3月1日）

ｃ）関係機関の意見交換会
　　11月28日、12月27日、R5.1月16日、1月23日、1月27日、2月13日、3月22日

1  看護の日・看護週間の推進
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ｃ）会員・災害支援ナースの周知
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10. 新型コロナウイルス感染症対応看護職員等a)人材調整に必要なニーズの把握（応援看護師等相談対応）
                             人材調整事業の推進b)県内・県外応援派遣者可能者のリストアップ 

重点２　医療機関への協力依頼、潜在看護師応募　　　　　　　 　
　　　　　　（5月8日三者連名の文書発出　51医療機関より回答）
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 2　新型コロナウイルス感染症対応看護職員等a)日本看護協会からの相談による把握と県外への派遣調整
人材調整事業（特に広域調整）の推進（重複）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　十島村におけるＮＰ課程修了者が対応出来るa)日本看護協会、十島村、関係医療機関等との連携・調整
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項　　　　　　　　目 内　　　　　　容
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ｃ）支援活動に必要な物品の整備
ｄ）事業継続計画の見直し
e）災害支援、ネットワークづくり　　
f ）県・鹿児島市との災害協定に基づく検討　
　(県看護係との検討継続検討、鹿児島市9月27日福祉避難所等運営情報交換会）
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ｂ）災害支援ナース育成研修
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　　（県防災訓練11月5日志布志市 他）、鹿児島市桜島防災訓練R5.1月8日）
ｂ）県医師会・歯科医師会・薬剤師会との連携　
ｃ）会員・災害支援ナースの周知

　４）救護活動 ａ）地区におけるイベント時の救護

★
10. 新型コロナウイルス感染症対応看護職員等 a)人材調整に必要なニーズの把握（応援看護師等相談対応）
                             人材調整事業の推進 b)県内・県外応援派遣者可能者のリストアップ 

重点２ 　医療機関への協力依頼、潜在看護師応募　　　　　　　 　
　　　　　　（5月8日三者連名の文書発出　51医療機関より回答）
c)派遣の必要な施設や日本看護協会からの相談による把握と派遣調整（マッチング）
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　    (ZOOM １１月２２日：通所系１５２事業所３０２名、１１月２９日：訪問系３０事業所３７名）
c)業務継続計画（ＢＣＰ）に係る研修会：ＺＯＯＭ
　１２月２０日：６４か所６７名、Ｒ５.２月１０日：５２事業所５５名
ｄ)感染管理認定看護師による現場支援（令和４年１１月２１日～１２月２０日）
　・実施施設等：４７（入所・居住系１８、通所系２９）

　・感染管理認定看護師の協力：３８医療機関、４９名
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e）現場支援報告会（Ｒ５．３月２日：ＺＯＯＭ、１２５名参加）

５５．．日日本本看看護護協協会会ととのの相相互互協協力力及及びび連連携携にに関関すするる事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

a）看護の日・週間行事　　
ａ）県民への広報　主に若年層(小中高生)、進路選択に影響を与える保護者・教員を対象
　「キラリ!　看護のシゴト写真・パネル展」５月８日～１４日：イオンモール鹿児島

 2　新型コロナウイルス感染症対応看護職員等 a)日本看護協会からの相談による把握と県外への派遣調整
人材調整事業（特に広域調整）の推進（重複） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　十島村におけるＮＰ課程修了者が対応出来る a)日本看護協会、十島村、関係医療機関等との連携・調整
　　　　　　　患者・利用者の医療ニーズ実証事業 　　　6月27日、7月20日、10月21日、10月22日、12月8日
　　　　　　　　　　　　　　　　（年度途中　★） ｂ）ＮＰ課程修了者の十島村における活動（R5.2月13日～3月1日）

ｃ）関係機関の意見交換会
　　11月28日、12月27日、R5.1月16日、1月23日、1月27日、2月13日、3月22日

1  看護の日・看護週間の推進

6

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

９　災害時における活動体制の推進事業
　１）活動体制等の整備 ａ）災害対応マニュアルの周知

ｂ）災害支援ナース登録の推進 （3月31日現在 161名登録）
　　個人登録から施設登録へ変更の検討　★
ｃ）支援活動に必要な物品の整備
ｄ）事業継続計画の見直し
e）災害支援、ネットワークづくり　　
f ）県・鹿児島市との災害協定に基づく検討　
　(県看護係との検討継続検討、鹿児島市9月27日福祉避難所等運営情報交換会）
  (R5．3月　県との協定　改定）
g)災害発生時における感染対策を視野に入れた看護支援活動のあり方の検討

　２）災害看護に関する研修の企画実施 ａ）災害看護研修の地区研修を開催　
ｂ）災害支援ナース育成研修
　　（part1：ZOOM 9 月2,3日 50名、part2研修 :参集 10月1日 62名）
c）災害看護レベルアップ研修の開催　★ （参集　R5.2月25日50名）
ｄ）関係機関との連携

　３）災害訓練 ａ）日本看護協会、鹿児島県、鹿児島市等との合同防災訓練への参加
　　（県防災訓練11月5日志布志市 他）、鹿児島市桜島防災訓練R5.1月8日）
ｂ）県医師会・歯科医師会・薬剤師会との連携　
ｃ）会員・災害支援ナースの周知

　４）救護活動 ａ）地区におけるイベント時の救護

★
10. 新型コロナウイルス感染症対応看護職員等 a)人材調整に必要なニーズの把握（応援看護師等相談対応）
                             人材調整事業の推進 b)県内・県外応援派遣者可能者のリストアップ 

重点２ 　医療機関への協力依頼、潜在看護師応募　　　　　　　 　
　　　　　　（5月8日三者連名の文書発出　51医療機関より回答）
c)派遣の必要な施設や日本看護協会からの相談による把握と派遣調整（マッチング）
　(5月24日県外派遣に関する意見交換会 ZOOM開催　公的医療機関10か所看護部長)
 （応援看護師派遣: 3施設へ5人の派遣調整）

11　障害者支援福祉施設等の感染防止の a)新型コロナウイルス感染症に関する相談対応： 49施設
　　　ための相談・支援等事業の推進　                                             　　　　　　　   （障害者支援施設等 26施設,他23施設）

重点２ b)感染対策マニュアルに係る研修会:
      （ZOOM １１月１５日：入所・居住系７８事業所１４１名)
　    (ZOOM １１月２２日：通所系１５２事業所３０２名、１１月２９日：訪問系３０事業所３７名）
c)業務継続計画（ＢＣＰ）に係る研修会：ＺＯＯＭ
　１２月２０日：６４か所６７名、Ｒ５.２月１０日：５２事業所５５名
ｄ)感染管理認定看護師による現場支援（令和４年１１月２１日～１２月２０日）
　・実施施設等：４７（入所・居住系１８、通所系２９）

　・感染管理認定看護師の協力：３８医療機関、４９名
　・現場支援実施前後に自施設チェックリスト実施及び支援後にアンケート調査実施
e）現場支援報告会（Ｒ５．３月２日：ＺＯＯＭ、１２５名参加）

５５．．日日本本看看護護協協会会ととのの相相互互協協力力及及びび連連携携にに関関すするる事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

a）看護の日・週間行事　　
ａ）県民への広報　主に若年層(小中高生)、進路選択に影響を与える保護者・教員を対象
　「キラリ!　看護のシゴト写真・パネル展」５月８日～１４日：イオンモール鹿児島

 2　新型コロナウイルス感染症対応看護職員等 a)日本看護協会からの相談による把握と県外への派遣調整
人材調整事業（特に広域調整）の推進（重複） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　十島村におけるＮＰ課程修了者が対応出来る a)日本看護協会、十島村、関係医療機関等との連携・調整
　　　　　　　患者・利用者の医療ニーズ実証事業 　　　6月27日、7月20日、10月21日、10月22日、12月8日
　　　　　　　　　　　　　　　　（年度途中　★） ｂ）ＮＰ課程修了者の十島村における活動（R5.2月13日～3月1日）

ｃ）関係機関の意見交換会
　　11月28日、12月27日、R5.1月16日、1月23日、1月27日、2月13日、3月22日

1  看護の日・看護週間の推進

6

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

９　災害時における活動体制の推進事業
　１）活動体制等の整備 ａ）災害対応マニュアルの周知

ｂ）災害支援ナース登録の推進 （3月31日現在 161名登録）
　　個人登録から施設登録へ変更の検討　★
ｃ）支援活動に必要な物品の整備
ｄ）事業継続計画の見直し
e）災害支援、ネットワークづくり　　
f ）県・鹿児島市との災害協定に基づく検討　
　(県看護係との検討継続検討、鹿児島市9月27日福祉避難所等運営情報交換会）
  (R5．3月　県との協定　改定）
g)災害発生時における感染対策を視野に入れた看護支援活動のあり方の検討

　２）災害看護に関する研修の企画実施 ａ）災害看護研修の地区研修を開催　
ｂ）災害支援ナース育成研修
　　（part1：ZOOM 9 月2,3日 50名、part2研修 :参集 10月1日 62名）
c）災害看護レベルアップ研修の開催　★ （参集　R5.2月25日50名）
ｄ）関係機関との連携

　３）災害訓練 ａ）日本看護協会、鹿児島県、鹿児島市等との合同防災訓練への参加
　　（県防災訓練11月5日志布志市 他）、鹿児島市桜島防災訓練R5.1月8日）
ｂ）県医師会・歯科医師会・薬剤師会との連携　
ｃ）会員・災害支援ナースの周知

　４）救護活動 ａ）地区におけるイベント時の救護

★
10. 新型コロナウイルス感染症対応看護職員等 a)人材調整に必要なニーズの把握（応援看護師等相談対応）
                             人材調整事業の推進 b)県内・県外応援派遣者可能者のリストアップ 

重点２ 　医療機関への協力依頼、潜在看護師応募　　　　　　　 　
　　　　　　（5月8日三者連名の文書発出　51医療機関より回答）
c)派遣の必要な施設や日本看護協会からの相談による把握と派遣調整（マッチング）
　(5月24日県外派遣に関する意見交換会 ZOOM開催　公的医療機関10か所看護部長)
 （応援看護師派遣: 3施設へ5人の派遣調整）

11　障害者支援福祉施設等の感染防止の a)新型コロナウイルス感染症に関する相談対応： 49施設
　　　ための相談・支援等事業の推進　                                             　　　　　　　   （障害者支援施設等 26施設,他23施設）

重点２ b)感染対策マニュアルに係る研修会:
      （ZOOM １１月１５日：入所・居住系７８事業所１４１名)
　    (ZOOM １１月２２日：通所系１５２事業所３０２名、１１月２９日：訪問系３０事業所３７名）
c)業務継続計画（ＢＣＰ）に係る研修会：ＺＯＯＭ
　１２月２０日：６４か所６７名、Ｒ５.２月１０日：５２事業所５５名
ｄ)感染管理認定看護師による現場支援（令和４年１１月２１日～１２月２０日）
　・実施施設等：４７（入所・居住系１８、通所系２９）

　・感染管理認定看護師の協力：３８医療機関、４９名
　・現場支援実施前後に自施設チェックリスト実施及び支援後にアンケート調査実施
e）現場支援報告会（Ｒ５．３月２日：ＺＯＯＭ、１２５名参加）

５５．．日日本本看看護護協協会会ととのの相相互互協協力力及及びび連連携携にに関関すするる事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

a）看護の日・週間行事　　
ａ）県民への広報　主に若年層(小中高生)、進路選択に影響を与える保護者・教員を対象
　「キラリ!　看護のシゴト写真・パネル展」５月８日～１４日：イオンモール鹿児島

 2　新型コロナウイルス感染症対応看護職員等 a)日本看護協会からの相談による把握と県外への派遣調整
人材調整事業（特に広域調整）の推進（重複） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　十島村におけるＮＰ課程修了者が対応出来る a)日本看護協会、十島村、関係医療機関等との連携・調整
　　　　　　　患者・利用者の医療ニーズ実証事業 　　　6月27日、7月20日、10月21日、10月22日、12月8日
　　　　　　　　　　　　　　　　（年度途中　★） ｂ）ＮＰ課程修了者の十島村における活動（R5.2月13日～3月1日）

ｃ）関係機関の意見交換会
　　11月28日、12月27日、R5.1月16日、1月23日、1月27日、2月13日、3月22日

1  看護の日・看護週間の推進

6

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

９　災害時における活動体制の推進事業
　１）活動体制等の整備 ａ）災害対応マニュアルの周知

ｂ）災害支援ナース登録の推進 （3月31日現在 161名登録）
　　個人登録から施設登録へ変更の検討　★
ｃ）支援活動に必要な物品の整備
ｄ）事業継続計画の見直し
e）災害支援、ネットワークづくり　　
f ）県・鹿児島市との災害協定に基づく検討　
　(県看護係との検討継続検討、鹿児島市9月27日福祉避難所等運営情報交換会）
  (R5．3月　県との協定　改定）
g)災害発生時における感染対策を視野に入れた看護支援活動のあり方の検討

　２）災害看護に関する研修の企画実施 ａ）災害看護研修の地区研修を開催　
ｂ）災害支援ナース育成研修
　　（part1：ZOOM 9 月2,3日 50名、part2研修 :参集 10月1日 62名）
c）災害看護レベルアップ研修の開催　★ （参集　R5.2月25日50名）
ｄ）関係機関との連携

　３）災害訓練 ａ）日本看護協会、鹿児島県、鹿児島市等との合同防災訓練への参加
　　（県防災訓練11月5日志布志市 他）、鹿児島市桜島防災訓練R5.1月8日）
ｂ）県医師会・歯科医師会・薬剤師会との連携　
ｃ）会員・災害支援ナースの周知

　４）救護活動 ａ）地区におけるイベント時の救護

★
10. 新型コロナウイルス感染症対応看護職員等 a)人材調整に必要なニーズの把握（応援看護師等相談対応）
                             人材調整事業の推進 b)県内・県外応援派遣者可能者のリストアップ 

重点２ 　医療機関への協力依頼、潜在看護師応募　　　　　　　 　
　　　　　　（5月8日三者連名の文書発出　51医療機関より回答）
c)派遣の必要な施設や日本看護協会からの相談による把握と派遣調整（マッチング）
　(5月24日県外派遣に関する意見交換会 ZOOM開催　公的医療機関10か所看護部長)
 （応援看護師派遣: 3施設へ5人の派遣調整）

11　障害者支援福祉施設等の感染防止の a)新型コロナウイルス感染症に関する相談対応： 49施設
　　　ための相談・支援等事業の推進　                                             　　　　　　　   （障害者支援施設等 26施設,他23施設）

重点２ b)感染対策マニュアルに係る研修会:
      （ZOOM １１月１５日：入所・居住系７８事業所１４１名)
　    (ZOOM １１月２２日：通所系１５２事業所３０２名、１１月２９日：訪問系３０事業所３７名）
c)業務継続計画（ＢＣＰ）に係る研修会：ＺＯＯＭ
　１２月２０日：６４か所６７名、Ｒ５.２月１０日：５２事業所５５名
ｄ)感染管理認定看護師による現場支援（令和４年１１月２１日～１２月２０日）
　・実施施設等：４７（入所・居住系１８、通所系２９）

　・感染管理認定看護師の協力：３８医療機関、４９名
　・現場支援実施前後に自施設チェックリスト実施及び支援後にアンケート調査実施
e）現場支援報告会（Ｒ５．３月２日：ＺＯＯＭ、１２５名参加）

５５．．日日本本看看護護協協会会ととのの相相互互協協力力及及びび連連携携にに関関すするる事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

a）看護の日・週間行事　　
ａ）県民への広報　主に若年層(小中高生)、進路選択に影響を与える保護者・教員を対象
　「キラリ!　看護のシゴト写真・パネル展」５月８日～１４日：イオンモール鹿児島

 2　新型コロナウイルス感染症対応看護職員等 a)日本看護協会からの相談による把握と県外への派遣調整
人材調整事業（特に広域調整）の推進（重複） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　十島村におけるＮＰ課程修了者が対応出来る a)日本看護協会、十島村、関係医療機関等との連携・調整
　　　　　　　患者・利用者の医療ニーズ実証事業 　　　6月27日、7月20日、10月21日、10月22日、12月8日
　　　　　　　　　　　　　　　　（年度途中　★） ｂ）ＮＰ課程修了者の十島村における活動（R5.2月13日～3月1日）

ｃ）関係機関の意見交換会
　　11月28日、12月27日、R5.1月16日、1月23日、1月27日、2月13日、3月22日

1  看護の日・看護週間の推進
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項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

９　災害時における活動体制の推進事業
　１）活動体制等の整備 ａ）災害対応マニュアルの周知

ｂ）災害支援ナース登録の推進 （3月31日現在 161名登録）
　　個人登録から施設登録へ変更の検討　★
ｃ）支援活動に必要な物品の整備
ｄ）事業継続計画の見直し
e）災害支援、ネットワークづくり　　
f ）県・鹿児島市との災害協定に基づく検討　
　(県看護係との検討継続検討、鹿児島市9月27日福祉避難所等運営情報交換会）
  (R5．3月　県との協定　改定）
g)災害発生時における感染対策を視野に入れた看護支援活動のあり方の検討

　２）災害看護に関する研修の企画実施 ａ）災害看護研修の地区研修を開催　
ｂ）災害支援ナース育成研修
　　（part1：ZOOM 9 月2,3日 50名、part2研修 :参集 10月1日 62名）
c）災害看護レベルアップ研修の開催　★ （参集　R5.2月25日50名）
ｄ）関係機関との連携

　３）災害訓練 ａ）日本看護協会、鹿児島県、鹿児島市等との合同防災訓練への参加
　　（県防災訓練11月5日志布志市 他）、鹿児島市桜島防災訓練R5.1月8日）
ｂ）県医師会・歯科医師会・薬剤師会との連携　
ｃ）会員・災害支援ナースの周知

　４）救護活動 ａ）地区におけるイベント時の救護

★
10. 新型コロナウイルス感染症対応看護職員等 a)人材調整に必要なニーズの把握（応援看護師等相談対応）
                             人材調整事業の推進 b)県内・県外応援派遣者可能者のリストアップ 

重点２ 　医療機関への協力依頼、潜在看護師応募　　　　　　　 　
　　　　　　（5月8日三者連名の文書発出　51医療機関より回答）
c)派遣の必要な施設や日本看護協会からの相談による把握と派遣調整（マッチング）
　(5月24日県外派遣に関する意見交換会 ZOOM開催　公的医療機関10か所看護部長)
 （応援看護師派遣: 3施設へ5人の派遣調整）

11　障害者支援福祉施設等の感染防止の a)新型コロナウイルス感染症に関する相談対応： 49施設
　　　ための相談・支援等事業の推進　                                             　　　　　　　   （障害者支援施設等 26施設,他23施設）

重点２ b)感染対策マニュアルに係る研修会:
      （ZOOM １１月１５日：入所・居住系７８事業所１４１名)
　    (ZOOM １１月２２日：通所系１５２事業所３０２名、１１月２９日：訪問系３０事業所３７名）
c)業務継続計画（ＢＣＰ）に係る研修会：ＺＯＯＭ
　１２月２０日：６４か所６７名、Ｒ５.２月１０日：５２事業所５５名
ｄ)感染管理認定看護師による現場支援（令和４年１１月２１日～１２月２０日）
　・実施施設等：４７（入所・居住系１８、通所系２９）

　・感染管理認定看護師の協力：３８医療機関、４９名
　・現場支援実施前後に自施設チェックリスト実施及び支援後にアンケート調査実施
e）現場支援報告会（Ｒ５．３月２日：ＺＯＯＭ、１２５名参加）

５５．．日日本本看看護護協協会会ととのの相相互互協協力力及及びび連連携携にに関関すするる事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

a）看護の日・週間行事　　
ａ）県民への広報　主に若年層(小中高生)、進路選択に影響を与える保護者・教員を対象
　「キラリ!　看護のシゴト写真・パネル展」５月８日～１４日：イオンモール鹿児島

 2　新型コロナウイルス感染症対応看護職員等 a)日本看護協会からの相談による把握と県外への派遣調整
人材調整事業（特に広域調整）の推進（重複） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　十島村におけるＮＰ課程修了者が対応出来る a)日本看護協会、十島村、関係医療機関等との連携・調整
　　　　　　　患者・利用者の医療ニーズ実証事業 　　　6月27日、7月20日、10月21日、10月22日、12月8日
　　　　　　　　　　　　　　　　（年度途中　★） ｂ）ＮＰ課程修了者の十島村における活動（R5.2月13日～3月1日）

ｃ）関係機関の意見交換会
　　11月28日、12月27日、R5.1月16日、1月23日、1月27日、2月13日、3月22日

1  看護の日・看護週間の推進

6

６６．．そそのの他他本本会会のの目目的的をを達達成成すするるたためめにに必必要要なな事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

１　基盤強化事業　　　　　　　　　　　
　１）協会組織の強化 ａ）各事業・研修を通してのPR活動
　①入会促進

ｃ）入会促進カード作成
　②地区との連携強化 d）県医師会との連携
　③施設代表者会議 e）地区長情報交換会　5月13日,5月28日,7月16日,9月17日,11月12日,1月14日,3月11日
　④看護師等養成校との連携 f）看護学校行事（入学式への祝電・戴帽式・卒業式等）

　　への出席、教育協議会への参加
g）看護学生等との交流会
h）令和4年度入会率４０％目標を目指す

　２）ナースシップへの対応 ａ）会員へナースシップの広報強化　
ｂ）キャリナース登録の推進 

　３）円滑な組織運営 　　　
　①公益社団法人としての整備 ａ）公益移行後の組織整備

　  文書管理規則の見直し　　　　　　　　　
ｂ）顧問弁護士の活用
c)研修管理システムの推進
d）事業推進部の検討
e)公益法人鹿児島県看護協会記念史Ⅲの発行　（R5.3月）

　②県看護協会会議の定期開催 ａ）事業目的達成に向けて各会議・委員会の連携・強化
・通常総会　（5月28日）
・四職能委員会合同集会　（5月28日、3月4日）
・理事会　（5月13日、5月28日、7月16日、9月17日、11月12日、1月14日、3月11日）
・運営委員会　（4月16日、10月15日、2月18日）
・職能委員会：各職能委員会報告
・常任・特別委員会：各委員会報告
・事業検討会（12月10日）
・研究倫理委員会(7月16日、2月18日、3月11日）
・県看護連盟との協議(6月23日、9月22日、12月22日、3月23日）

　③地区関係会議 ・地区集会
・評議委員会

　 ・評議委員会への業務執行理事の参加　

　④日本看護協会関係会議への参加 ａ）日本看護協会との連携を密にし重点事業の目的達成を図る
・日本看護協会通常総会・職能別集会 （6月8日、9日）
・九州地区法人会・連絡会・職能委員長会（10月24日、25日）
・担当者会議

　⑤役職員の資質向上のための研修・学会参加

　⑥会員情報登録管理 a）会員情報管理の効率化
b）会員情報管理の精度向上

　⑦館内外情報管理 ａ）館内ランのセキュリティ対策
ｂ）外部情報のセキュリテイ対策

　⑧災害時の対応 ａ）火災・地震等発生時の研修生避難の検討、訓練　
ｂ）事業継続計画の見直し及び体制整備　

ｂ）看護協会ホームページ
　・広報紙の充実
　・会員専用のページの充実

表：地区毎の数値目標 （単位：人）

地区名
策定時の会員
数

令和3年度末日
現在

令和5年3月31
日現在

令和5年度末
目標

鹿児島 5,341 6,571 6,404 6,700

南薩 791 859 842 870

川薩 644 685 658 670

出水 510 493 487 495

姶良伊佐 1,337 1,546 1,469 1,500

大隅 1,562 1,584 1,581 1,630

大島 672 740 717 740

計 10,857 12,478 12,158 12,605
※県外および転居先不明の285名は、上記には含まれません。

7

６６．．そそのの他他本本会会のの目目的的をを達達成成すするるたためめにに必必要要なな事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

１　基盤強化事業　　　　　　　　　　　
　１）協会組織の強化 ａ）各事業・研修を通してのPR活動
　①入会促進

ｃ）入会促進カード作成
　②地区との連携強化 d）県医師会との連携
　③施設代表者会議 e）地区長情報交換会　5月13日,5月28日,7月16日,9月17日,11月12日,1月14日,3月11日
　④看護師等養成校との連携 f）看護学校行事（入学式への祝電・戴帽式・卒業式等）

　　への出席、教育協議会への参加
g）看護学生等との交流会
h）令和4年度入会率４０％目標を目指す

　２）ナースシップへの対応 ａ）会員へナースシップの広報強化　
ｂ）キャリナース登録の推進 

　３）円滑な組織運営 　　　
　①公益社団法人としての整備 ａ）公益移行後の組織整備

　  文書管理規則の見直し　　　　　　　　　
ｂ）顧問弁護士の活用
c)研修管理システムの推進
d）事業推進部の検討
e)公益法人鹿児島県看護協会記念史Ⅲの発行　（R5.3月）

　②県看護協会会議の定期開催 ａ）事業目的達成に向けて各会議・委員会の連携・強化
・通常総会　（5月28日）
・四職能委員会合同集会　（5月28日、3月4日）
・理事会　（5月13日、5月28日、7月16日、9月17日、11月12日、1月14日、3月11日）
・運営委員会　（4月16日、10月15日、2月18日）
・職能委員会：各職能委員会報告
・常任・特別委員会：各委員会報告
・事業検討会（12月10日）
・研究倫理委員会(7月16日、2月18日、3月11日）
・県看護連盟との協議(6月23日、9月22日、12月22日、3月23日）

　③地区関係会議 ・地区集会
・評議委員会

　 ・評議委員会への業務執行理事の参加　

　④日本看護協会関係会議への参加 ａ）日本看護協会との連携を密にし重点事業の目的達成を図る
・日本看護協会通常総会・職能別集会 （6月8日、9日）
・九州地区法人会・連絡会・職能委員長会（10月24日、25日）
・担当者会議

　⑤役職員の資質向上のための研修・学会参加

　⑥会員情報登録管理 a）会員情報管理の効率化
b）会員情報管理の精度向上

　⑦館内外情報管理 ａ）館内ランのセキュリティ対策
ｂ）外部情報のセキュリテイ対策

　⑧災害時の対応 ａ）火災・地震等発生時の研修生避難の検討、訓練　
ｂ）事業継続計画の見直し及び体制整備　

ｂ）看護協会ホームページ
　・広報紙の充実
　・会員専用のページの充実

表：地区毎の数値目標 （単位：人）

地区名
策定時の会員
数

令和3年度末日
現在

令和5年3月31
日現在

令和5年度末
目標

鹿児島 5,341 6,571 6,404 6,700

南薩 791 859 842 870

川薩 644 685 658 670

出水 510 493 487 495

姶良伊佐 1,337 1,546 1,469 1,500

大隅 1,562 1,584 1,581 1,630

大島 672 740 717 740

計 10,857 12,478 12,158 12,605
※県外および転居先不明の285名は、上記には含まれません。

7

表：地区毎の数値目標 （単位：人）

地区名
策定時の会員
数

令和3年度末日
現在会員数

令和5年3月14
日現在

令和5年度末
目標

鹿児島

南薩

川薩

出水

姶良伊佐

大隅

大島

計
※県外および転居先不明の285名は、上記には含まれません。

表：地区毎の数値目標 （単位：人）

地区名
策定時の会員

数
令和3年度末日
現在会員数

令和5年3月31
日現在

令和4年度末目
標

鹿児島
南薩
川薩
出水
姶良伊佐
大隅
大島
計
※県外および転居先不明の285名は、上記には含まれません。
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項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

９　災害時における活動体制の推進事業
　１）活動体制等の整備 ａ）災害対応マニュアルの周知

ｂ）災害支援ナース登録の推進 （3月31日現在 161名登録）
　　個人登録から施設登録へ変更の検討　★
ｃ）支援活動に必要な物品の整備
ｄ）事業継続計画の見直し
e）災害支援、ネットワークづくり　　
f ）県・鹿児島市との災害協定に基づく検討　
　(県看護係との検討継続検討、鹿児島市9月27日福祉避難所等運営情報交換会）
  (R5．3月　県との協定　改定）
g)災害発生時における感染対策を視野に入れた看護支援活動のあり方の検討

　２）災害看護に関する研修の企画実施 ａ）災害看護研修の地区研修を開催　
ｂ）災害支援ナース育成研修
　　（part1：ZOOM 9 月2,3日 50名、part2研修 :参集 10月1日 62名）
c）災害看護レベルアップ研修の開催　★ （参集　R5.2月25日50名）
ｄ）関係機関との連携

　３）災害訓練 ａ）日本看護協会、鹿児島県、鹿児島市等との合同防災訓練への参加
　　（県防災訓練11月5日志布志市 他）、鹿児島市桜島防災訓練R5.1月8日）
ｂ）県医師会・歯科医師会・薬剤師会との連携　
ｃ）会員・災害支援ナースの周知

　４）救護活動 ａ）地区におけるイベント時の救護

★
10. 新型コロナウイルス感染症対応看護職員等 a)人材調整に必要なニーズの把握（応援看護師等相談対応）
                             人材調整事業の推進 b)県内・県外応援派遣者可能者のリストアップ 

重点２ 　医療機関への協力依頼、潜在看護師応募　　　　　　　 　
　　　　　　（5月8日三者連名の文書発出　51医療機関より回答）
c)派遣の必要な施設や日本看護協会からの相談による把握と派遣調整（マッチング）
　(5月24日県外派遣に関する意見交換会 ZOOM開催　公的医療機関10か所看護部長)
 （応援看護師派遣: 3施設へ5人の派遣調整）

11　障害者支援福祉施設等の感染防止の a)新型コロナウイルス感染症に関する相談対応： 49施設
　　　ための相談・支援等事業の推進　                                             　　　　　　　   （障害者支援施設等 26施設,他23施設）

重点２ b)感染対策マニュアルに係る研修会:
      （ZOOM １１月１５日：入所・居住系７８事業所１４１名)
　    (ZOOM １１月２２日：通所系１５２事業所３０２名、１１月２９日：訪問系３０事業所３７名）
c)業務継続計画（ＢＣＰ）に係る研修会：ＺＯＯＭ
　１２月２０日：６４か所６７名、Ｒ５.２月１０日：５２事業所５５名
ｄ)感染管理認定看護師による現場支援（令和４年１１月２１日～１２月２０日）
　・実施施設等：４７（入所・居住系１８、通所系２９）

　・感染管理認定看護師の協力：３８医療機関、４９名
　・現場支援実施前後に自施設チェックリスト実施及び支援後にアンケート調査実施
e）現場支援報告会（Ｒ５．３月２日：ＺＯＯＭ、１２５名参加）

５５．．日日本本看看護護協協会会ととのの相相互互協協力力及及びび連連携携にに関関すするる事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

a）看護の日・週間行事　　
ａ）県民への広報　主に若年層(小中高生)、進路選択に影響を与える保護者・教員を対象
　「キラリ!　看護のシゴト写真・パネル展」５月８日～１４日：イオンモール鹿児島

 2　新型コロナウイルス感染症対応看護職員等 a)日本看護協会からの相談による把握と県外への派遣調整
人材調整事業（特に広域調整）の推進（重複） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　十島村におけるＮＰ課程修了者が対応出来る a)日本看護協会、十島村、関係医療機関等との連携・調整
　　　　　　　患者・利用者の医療ニーズ実証事業 　　　6月27日、7月20日、10月21日、10月22日、12月8日
　　　　　　　　　　　　　　　　（年度途中　★） ｂ）ＮＰ課程修了者の十島村における活動（R5.2月13日～3月1日）

ｃ）関係機関の意見交換会
　　11月28日、12月27日、R5.1月16日、1月23日、1月27日、2月13日、3月22日

1  看護の日・看護週間の推進

6

６６．．そそのの他他本本会会のの目目的的をを達達成成すするるたためめにに必必要要なな事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

１　基盤強化事業　　　　　　　　　　　
　１）協会組織の強化 ａ）各事業・研修を通してのPR活動
　①入会促進

ｃ）入会促進カード作成
　②地区との連携強化 d）県医師会との連携
　③施設代表者会議 e）地区長情報交換会　5月13日,5月28日,7月16日,9月17日,11月12日,1月14日,3月11日
　④看護師等養成校との連携 f）看護学校行事（入学式への祝電・戴帽式・卒業式等）

　　への出席、教育協議会への参加
g）看護学生等との交流会
h）令和4年度入会率４０％目標を目指す

　２）ナースシップへの対応 ａ）会員へナースシップの広報強化　
ｂ）キャリナース登録の推進 

　３）円滑な組織運営 　　　
　①公益社団法人としての整備 ａ）公益移行後の組織整備

　  文書管理規則の見直し　　　　　　　　　
ｂ）顧問弁護士の活用
c)研修管理システムの推進
d）事業推進部の検討
e)公益法人鹿児島県看護協会記念史Ⅲの発行　（R5.3月）

　②県看護協会会議の定期開催 ａ）事業目的達成に向けて各会議・委員会の連携・強化
・通常総会　（5月28日）
・四職能委員会合同集会　（5月28日、3月4日）
・理事会　（5月13日、5月28日、7月16日、9月17日、11月12日、1月14日、3月11日）
・運営委員会　（4月16日、10月15日、2月18日）
・職能委員会：各職能委員会報告
・常任・特別委員会：各委員会報告
・事業検討会（12月10日）
・研究倫理委員会(7月16日、2月18日、3月11日）
・県看護連盟との協議(6月23日、9月22日、12月22日、3月23日）

　③地区関係会議 ・地区集会
・評議委員会

　 ・評議委員会への業務執行理事の参加　

　④日本看護協会関係会議への参加 ａ）日本看護協会との連携を密にし重点事業の目的達成を図る
・日本看護協会通常総会・職能別集会 （6月8日、9日）
・九州地区法人会・連絡会・職能委員長会（10月24日、25日）
・担当者会議

　⑤役職員の資質向上のための研修・学会参加

　⑥会員情報登録管理 a）会員情報管理の効率化
b）会員情報管理の精度向上

　⑦館内外情報管理 ａ）館内ランのセキュリティ対策
ｂ）外部情報のセキュリテイ対策

　⑧災害時の対応 ａ）火災・地震等発生時の研修生避難の検討、訓練　
ｂ）事業継続計画の見直し及び体制整備　

ｂ）看護協会ホームページ
　・広報紙の充実
　・会員専用のページの充実

表：地区毎の数値目標 （単位：人）

地区名
策定時の会員
数

令和3年度末日
現在

令和5年3月31
日現在

令和5年度末
目標

鹿児島 5,341 6,571 6,404 6,700

南薩 791 859 842 870

川薩 644 685 658 670

出水 510 493 487 495

姶良伊佐 1,337 1,546 1,469 1,500

大隅 1,562 1,584 1,581 1,630

大島 672 740 717 740

計 10,857 12,478 12,158 12,605
※県外および転居先不明の285名は、上記には含まれません。

7

６６．．そそのの他他本本会会のの目目的的をを達達成成すするるたためめにに必必要要なな事事業業

項　　　　　　　　目 内　　　　　　容

１　基盤強化事業　　　　　　　　　　　
　１）協会組織の強化 ａ）各事業・研修を通してのPR活動
　①入会促進

ｃ）入会促進カード作成
　②地区との連携強化 d）県医師会との連携
　③施設代表者会議 e）地区長情報交換会　5月13日,5月28日,7月16日,9月17日,11月12日,1月14日,3月11日
　④看護師等養成校との連携 f）看護学校行事（入学式への祝電・戴帽式・卒業式等）

　　への出席、教育協議会への参加
g）看護学生等との交流会
h）令和4年度入会率４０％目標を目指す

　２）ナースシップへの対応 ａ）会員へナースシップの広報強化　
ｂ）キャリナース登録の推進 

　３）円滑な組織運営 　　　
　①公益社団法人としての整備 ａ）公益移行後の組織整備

　  文書管理規則の見直し　　　　　　　　　
ｂ）顧問弁護士の活用
c)研修管理システムの推進
d）事業推進部の検討
e)公益法人鹿児島県看護協会記念史Ⅲの発行　（R5.3月）

　②県看護協会会議の定期開催 ａ）事業目的達成に向けて各会議・委員会の連携・強化
・通常総会　（5月28日）
・四職能委員会合同集会　（5月28日、3月4日）
・理事会　（5月13日、5月28日、7月16日、9月17日、11月12日、1月14日、3月11日）
・運営委員会　（4月16日、10月15日、2月18日）
・職能委員会：各職能委員会報告
・常任・特別委員会：各委員会報告
・事業検討会（12月10日）
・研究倫理委員会(7月16日、2月18日、3月11日）
・県看護連盟との協議(6月23日、9月22日、12月22日、3月23日）

　③地区関係会議 ・地区集会
・評議委員会

　 ・評議委員会への業務執行理事の参加　

　④日本看護協会関係会議への参加 ａ）日本看護協会との連携を密にし重点事業の目的達成を図る
・日本看護協会通常総会・職能別集会 （6月8日、9日）
・九州地区法人会・連絡会・職能委員長会（10月24日、25日）
・担当者会議

　⑤役職員の資質向上のための研修・学会参加

　⑥会員情報登録管理 a）会員情報管理の効率化
b）会員情報管理の精度向上

　⑦館内外情報管理 ａ）館内ランのセキュリティ対策
ｂ）外部情報のセキュリテイ対策

　⑧災害時の対応 ａ）火災・地震等発生時の研修生避難の検討、訓練　
ｂ）事業継続計画の見直し及び体制整備　

ｂ）看護協会ホームページ
　・広報紙の充実
　・会員専用のページの充実

表：地区毎の数値目標 （単位：人）

地区名
策定時の会員
数

令和3年度末日
現在

令和5年3月31
日現在

令和5年度末
目標

鹿児島 5,341 6,571 6,404 6,700

南薩 791 859 842 870

川薩 644 685 658 670

出水 510 493 487 495

姶良伊佐 1,337 1,546 1,469 1,500

大隅 1,562 1,584 1,581 1,630

大島 672 740 717 740

計 10,857 12,478 12,158 12,605
※県外および転居先不明の285名は、上記には含まれません。
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項　　　　　　　　目 内　　　　　　容
２　広報活動
　１）地域住民、看護職及び会員への
　　　情報提供活動 ａ）「看護かごしま」の充実　
　①広報紙の発行 ｂ）新コーナーの検討
　②ホームページの定期的改善 　　会員専用ページの充実
　③本会事業関連冊子の作成と普及 ｃ）ホームページ・看護かごしまへの各委員会活動等の掲載の徹底

d)女性団体連絡協議会との連携
ｅ）入会パンフレットの普及

　２）社会への広報強化
　①関係機関・団体を通じた広報活動 ａ）社会・マスコミへ向けた活動

　３）「看護の日・看護週間」行事による ａ）県民への広報　主に若年層(小中高生)、進路選択に影響を与える保護者・教員を対象
　　 看護人材の確保を目指す 　「キラリ!　看護のシゴト写真・パネル展」５月８日～１４日：イオンモール鹿児島
　①キラリ!　看護のシゴト写真・パネル展 ｂ）中学生・高校生のふれあい看護体験の募集・実施、施設への呼びかけ
　　　看護体験コーナーの設置 　　予定31施設　コロナ感染拡大のため7施設実施　参加者数81名（中学生3名、高校生78名）

　②「ふれあい看護体験」 ｃ）看護の出前事業の募集・実施、学校への呼びかけ
　　県内7校実施

　③「みんなで話そうー看護の出前授業」 ｄ）報告書の作成と配布
　④「看護への道」進路相談

３　会員支援に関する事業
　１）看護職賠償責任保険制度加入促進 ａ）研修会時の広報

　２）会員の福利厚生 ａ）各種表彰制度への会員の推薦
ｂ）慶弔・災害見舞制度の運用 （3月現在 慶弔4名）
ｃ）災害支援ナース傷害保障保険加入
ｄ）役員・委員の傷害保険加入
ｅ）テーマパークの入場料助成等 （夏期・冬期ともに中止）
ｆ）研修ポイント制の広報及び利用促進

４　施設管理に関する事項
　１）鹿児島県看護研修会館の管理 　　
　　①建物整備の管理・運営 ａ）定期的保守修繕

ｂ）会館設備充実

　　②看護研修会館建設準備委員会開催 a）会館建設に伴う課題の集約、検討

　２）図書室管理・運営
 　 ①文書・文献等の充実 ａ）ホームページでの新規図書、雑誌紹介・図書検索

　　日本看護協会最新看護牽引Web
  　②文献検索体制の整備 ｂ）雑誌、図書などの整理

ｃ）教育環境の整備
　　日本看護協会「最新看護牽引Web」のライセンス契約
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